


理事長あいさつ 

 平成 26 年 1 月に、我が国においても、「障害者の権利に関する条約」が批准され、
特別支援教育も新たな局面を迎えることになります。 
 その中で提起された「インクルーシブ教育システムの構築」と「合理的配慮の提
供」は、今後、特別支援教育を推進していく上での重要な事柄です。 

本研究所には、特別支援教育のナショナルセンターとして、そうした今日的な課
題に柔軟かつ迅速に対応していくことが求められます。 

そこで、本研究所では、文部科学省のモデル事業と連携して、昨年度から、「イ
ンクルーシブ教育システム構築支援データベース」の開設に取り組んでいます。今
後、合理的配慮の実践事例を掲載する予定です。また、今年度は、新たに、特別支
援教育教材のポータルサイトの構築と運営にも取り組む予定です。 
 特別支援教育が、個々の子どもの教育的ニーズに即した適切な指導と必要な支援
を行う営みであるとするならば、今、求められていることは、それぞれの子どもの
もっている可能性を最大限に伸ばすための具体的な教育実践であろうと思います。 

そうした特別支援教育の確立に向けて、関係者との
更なる連携・協力に努め、研究所の職員一同、力を合
わせて、研究活動や研修事業、教育相談の支援、情報
普及等に努めて参ります。 

改めて、関係各位のご協力とご支援を賜りますよう、
お願い申し上げます。 

平成 26 年 5 月 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（NISE） 
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Message from the President

　As the “Convention on the Rights of Persons with Disabilities” was ratified in January 2014 in Japan, 
special needs education has entered a new phase. 
“Development of an inclusive education system” and “provision of reasonable accommodation”, which 
were raised in the Convention, are important issues in promoting special needs education in the future. 
As a national center for special needs education, NISE is required to respond flexibly and quickly to such 
pressing issues. Therefore, we have been working on setting up a “Database for Supporting Development 
of Inclusive Education System” since last year in cooperation with a model project conducted by the 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology. We plan to place practical examples 
of reasonable accommodation on the database. This year, we will establish and manage a portal site for 
special needs education materials. 

　If special needs education is to provide appropriate guidance and necessary support for each child’s 
educational needs, what we need to do now is implement specific educational practices in order to 
maximize the potential of each child. In order to ensure such special needs education, all the NISE staff 
will continue to develop research activities and projects, as well as provide educational support and 
information, by further promoting collaboration and cooperation with concerned parties.  
We would appreciate your continued cooperation and support.

　　　　　May 2014

Kazushige Shishido
President of the National Institute 

of Special Needs Education 
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我が国།一の特別支援教育のナショナルセンターとして、国やํެஂڞ体等と連携・協力しつつ、
国の政ࡦ的課題や教育ݱの課題に柔軟かつ迅速に対応する業運営を行い、もって障害のある子ども
一人一人の教育的ニーズに対応した教育の実ݱにݙߩします。 

1. 研究活動 
国の特別支援教育政ࡦ立Ҋ及ͼࡦࢪの推進にد༩する研究や、教育ݱのۓ٤の課題に対応した実ࡍ

的な研究を行い、研究成Ռを教育ݱ等にؐݩすること 

2. 研修事業 
ಓݝ等において特別支援教育の指導的なׂをՌたす教職員を対に、体ܥ的・ઐ的な研修事

業を実ࢪし、各ಓݝ等における教職員のઐ性・指導力をߴめる活動を支援すること 

3. 教育相談支援 
ಓݝ等の教育相談ػ能をߴめるための支援を行うこと 

4. 情報普及 
特別支援教育に関する国֎の情報をऩूし、情報提供するとともに理ղൃܒ活動を行うこと等によ

り特別支援教育のৼڵにد༩すること 

˞上هϛοション、Ϗδョンは平成 2� 年 � 月に文部科学大ਉから指ࣔされた NISE のୈظࡾ中ظඪにおいてࣔ

されたものです。 

昭和 46 年（1971 年）10 月 
国立特घ教育総合研究所͕ൃ 

平成 13 年（2001 年）4 月 
独立行政法人国立特घ教育総合研究所͕ൃ 

平成 16 年（2004 年）4 月 
組織վฤにΑりاը෦、教育支援研究෦、教育研修情
報෦、教育相談センλʔ設ஔ 

平成 18 年（2006 年）5 月 
教育相談センλʔを教育相談෦にվ組 

平成 19 年（2007 年）4 月 
独立行政法人国立特別支援教育総合研究所に໊শมߋ 

平成 20 年（2008 年）4 月 
教育支援研究෦を教育支援෦に໊শมߋ、ൃୡো教
育情報センλʔ設ஔ、研究൝ମ੍を։࢝ 

平成 23 年（2011 年）4 月 
組織վฤにΑりاը෦、教育支援෦、教育相談෦、教
育研修・事業෦、教育情報෦設ஔ 

平成 24 年（2012 年）4 月 
教育相談෦を教育支援෦に౷合 

NISE の ビ ジ ョ ン （ミッションを達成するための方向性）※ 

NISE の ミ ッ シ ョ ン （使命）※ 

NISE の 沿 革  
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　Mission of NISE※

　NISE will contribute to realizing an education that meets special needs of individual children with disabilities, 
by operating a flexible and prompt action to address the national policy issues and the issues facing educational 
institutions, while collaborating with the national and local governments, as the only national center for special 
needs education in Japan.

　Vision of NISE (Direction toward archiving the Mission)※

1. Research Activities
To conduct research studies that contributes to the making and promotion of the national policies on special 
needs education and practical research that addresses imminent issues facing schools and teachers, and also to 
disseminate research results to schools, teachers and the public.

2. Teacher Training
To provide systematic and specialized training programs to teachers and education staff who play a leading 
role in special needs education in their prefectures, so as to support efforts to improve their expertise and 
leadership at the prefectural level.

3. Support for Counseling and Consultation
To support for improving the quality of educational counseling services at the prefectural level.

4. Information Services
To contribute to promoting special needs education, by collecting and providing domestic and overseas 
information on special needs education and by conducting awareness-raising activities.

※�The mission and vision above were presented in the third medium-term objectives for NISE set by the Minister 
of Education, Culture, Sports, Science and Technology in March 2011.

　History
Oct. 1971

Commencement of the National Institute of Special Education. 
Apr. 2001

Commencement of the National Institute of Special Education as an 
Independent administrative agency.

Apr. 2004
Reorganized to establish Department of Policy and Planning, Department 
of Educational Support Research, Department of Teacher Training and 
Information, and Center for Counseling and Consultation.

May 2006
Center for Counseling and Consultation was reorganized into Department 
of Counseling and Consultation.

Apr. 2007
Renamed to the National Institute of Special Needs Education.

Apr. 2008
Department of Educational Support Research was renamed to Department 
of Educational Support.
Establishment of Information Center of Education for the Persons with Developmental Disabilities.
Introduced Research Unit System.

Apr. 2011
Reorganized to establish Department of Policy and Planning, Department of Educational Support, Department of Counseling 
and Consultation, Department of Teacher Training and Collaborative Projects, and Department of Education Information.

Apr. 2012
Department of Counseling and Consultation was integrated into Department of Educational Support. 
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 役 員 

役員・職員数 

役 員  4(2) 

研究職 41(2) 

一般職 27 

合 計 72(4) 

（）内は非常勤で内数 

宍戸 和成 新谷 喜之 神尾 裕治 

部長・センター長 

遠藤 淳子 尾崎 祐三 小林 倫代 松原 誠之 渥美 義賢 

教育情報部 教育情報部長 (兼)小林倫代 

発達障害教育情報担当 

総括研究員 梅田真理 

総括研究員 佐藤 肇 

総合特別支援教育情報担当

総括研究員 金森克浩 

総合特別支援教育情報担当 

上席総括研究員 新平鎮博 

上席総括研究員 (兼)小林倫代

発達障害教育情報担当 

上席総括研究員 渥美義賢 

主任研究員 土井幸輝 

主任研究員 涌井 恵 

主任研究員 岡本邦広 

主任研究員 柳澤亜希子 

発達障害教育情報センター 発達障害教育情報センター長 (兼)渥美義賢

研究員 新谷洋介
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総括研究員 牧野泰美 
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上席総括研究員 小林倫代 
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教育支援部長 (兼)尾崎祐三

教育相談支援担当 

総括研究員 田中良広 

学校教育支援担当 

上席総括研究員 尾崎祐三 

教育相談支援担当 

上席総括研究員 (兼)尾崎祐三

学校教育支援担当 

総括研究員 長沼俊夫 主任研究員 小澤至賢 

主任研究員 徳永亜希雄 

主任研究員 武富博文 
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主任研究員 海津亜希子 

主任研究員 伊藤由美 

研究員 森山貴史

総務企画課長 三浦潤一 

財務課長 矢野耕一

研修情報課長 小林 純 

専門員(情報担当)

課長補佐 

専門員(施設担当) 

課長補佐 

課長補佐 

専門員(研究支援担当)

課長補佐 

課長補佐 

総 務 部 総務部長 松原誠之 

庶務係 

人事係 

企画係 

計画評価係 

広報国際係 

財務係 

契約第一係 

契約第二係 

研修係 

情報サービス係

情報管理係 

運営委員 

理 事 長 理 事 

宍戸和成 新谷喜之 

神尾裕治 

遠藤淳子 

監 事 

(非常勤) 

監査・コンプライアンス室 

NISE の組織  
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主任研究員 玉木宗久 
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遠藤 淳子 尾崎 祐三 小林 倫代 松原 誠之 渥美 義賢 

教育情報部 教育情報部長 (兼)小林倫代 

発達障害教育情報担当 

総括研究員 梅田真理 

総括研究員 佐藤 肇 

総合特別支援教育情報担当

総括研究員 金森克浩 

総合特別支援教育情報担当 

上席総括研究員 新平鎮博 

上席総括研究員 (兼)小林倫代

発達障害教育情報担当 

上席総括研究員 渥美義賢 

主任研究員 土井幸輝 

主任研究員 涌井 恵 

主任研究員 岡本邦広 

主任研究員 柳澤亜希子 

発達障害教育情報センター 発達障害教育情報センター長 (兼)渥美義賢

研究員 新谷洋介

研究員 西村崇宏

教育研修･事業部 教育研修･事業部長 (兼)小林倫代 

事業･連携担当 

総括研究員 牧野泰美 

事業･連携担当 

上席総括研究員 小林倫代 

研修担当 

上席総括研究員 澤田真弓 主任研究員 大崎博史 

主任研究員 庄司美千代 

主任研究員 日下奈緒美 

主任研究員 松見和樹 

インクルーシブ教育システム構築関連 DB 担当

上席総括研究員 藤本裕人 

教育支援部長 (兼)尾崎祐三

教育相談支援担当 

総括研究員 田中良広 

学校教育支援担当 

上席総括研究員 尾崎祐三 

教育相談支援担当 

上席総括研究員 (兼)尾崎祐三

学校教育支援担当 

総括研究員 長沼俊夫 主任研究員 小澤至賢 

主任研究員 徳永亜希雄 

主任研究員 武富博文 

主任研究員 横尾 俊 

主任研究員 海津亜希子 

主任研究員 伊藤由美 

研究員 森山貴史

総務企画課長 三浦潤一 

財務課長 矢野耕一

研修情報課長 小林 純 

専門員(情報担当)

課長補佐 

専門員(施設担当) 

課長補佐 

課長補佐 

専門員(研究支援担当)

課長補佐 

課長補佐 

総 務 部 総務部長 松原誠之 

庶務係 

人事係 

企画係 

計画評価係 

広報国際係 

財務係 

契約第一係 

契約第二係 

研修係 

情報サービス係

情報管理係 

運営委員 

理 事 長 理 事 

宍戸和成 新谷喜之 

神尾裕治 

遠藤淳子 

監 事 

(非常勤) 

監査・コンプライアンス室 

NISE の組織  

理 事 長  理事（企画部長） 監  事  監  事  教育支援部長 総務部長 
教育研修･事業部長

教育情報部長 
発達障害教育情報

センター長 

企画部長 (兼)新谷喜之 

研究計画、政策連携･行財政担当 

総括研究員 笹森洋樹 

総括研究員 小松幸恵 

総括研究員 久保山茂樹 

評価担当 

総括研究員 金子 健 

調査･国際担当 

総括研究員 棟方哲弥 

総合企画調整担当 

上席総括研究員 原田公人 

評価担当 

上席総括研究員 (兼)原田公人

調査･国際担当 

上席総括研究員 (兼)新平鎮博

主任研究員 玉木宗久 

主任研究員 齊藤由美子 研究員 神山 努

研究員 石坂 務

企 画 部 

客員研究員 大内 進 柘植雅義

教育支援部 

5 National Institute of Special Needs Education, Japan

NISEの組織



 役 員 

役員・職員数 

役 員  4(2) 

研究職 41(2) 

一般職 27 

合 計 72(4) 

（）内は非常勤で内数 

宍戸 和成 新谷 喜之 神尾 裕治 

部長・センター長 

遠藤 淳子 尾崎 祐三 小林 倫代 松原 誠之 渥美 義賢 

教育情報部 教育情報部長 (兼)小林倫代 

発達障害教育情報担当 

総括研究員 梅田真理 

総括研究員 佐藤 肇 

総合特別支援教育情報担当

総括研究員 金森克浩 

総合特別支援教育情報担当 

上席総括研究員 新平鎮博 

上席総括研究員 (兼)小林倫代

発達障害教育情報担当 

上席総括研究員 渥美義賢 

主任研究員 土井幸輝 

主任研究員 涌井 恵 

主任研究員 岡本邦広 

主任研究員 柳澤亜希子 

発達障害教育情報センター 発達障害教育情報センター長 (兼)渥美義賢

研究員 新谷洋介

研究員 西村崇宏

教育研修･事業部 教育研修･事業部長 (兼)小林倫代 

事業･連携担当 

総括研究員 牧野泰美 

事業･連携担当 

上席総括研究員 小林倫代 

研修担当 

上席総括研究員 澤田真弓 主任研究員 大崎博史 

主任研究員 庄司美千代 

主任研究員 日下奈緒美 

主任研究員 松見和樹 

インクルーシブ教育システム構築関連 DB 担当

上席総括研究員 藤本裕人 

教育支援部長 (兼)尾崎祐三

教育相談支援担当 

総括研究員 田中良広 

学校教育支援担当 

上席総括研究員 尾崎祐三 

教育相談支援担当 

上席総括研究員 (兼)尾崎祐三

学校教育支援担当 

総括研究員 長沼俊夫 主任研究員 小澤至賢 

主任研究員 徳永亜希雄 

主任研究員 武富博文 

主任研究員 横尾 俊 

主任研究員 海津亜希子 

主任研究員 伊藤由美 

研究員 森山貴史

総務企画課長 三浦潤一 

財務課長 矢野耕一

研修情報課長 小林 純 

専門員(情報担当)

課長補佐 

専門員(施設担当) 

課長補佐 

課長補佐 

専門員(研究支援担当)

課長補佐 

課長補佐 

総 務 部 総務部長 松原誠之 

庶務係 

人事係 

企画係 

計画評価係 

広報国際係 

財務係 

契約第一係 

契約第二係 

研修係 

情報サービス係

情報管理係 

運営委員 

理 事 長 理 事 

宍戸和成 新谷喜之 

神尾裕治 

遠藤淳子 

監 事 

(非常勤) 

監査・コンプライアンス室 

NISE の組織  

理 事 長  理事（企画部長） 監  事  監  事  教育支援部長 総務部長 
教育研修･事業部長

教育情報部長 
発達障害教育情報

センター長 

企画部長 (兼)新谷喜之 

研究計画、政策連携･行財政担当 

総括研究員 笹森洋樹 

総括研究員 小松幸恵 

総括研究員 久保山茂樹 

評価担当 

総括研究員 金子 健 

調査･国際担当 

総括研究員 棟方哲弥 

総合企画調整担当 

上席総括研究員 原田公人 

評価担当 

上席総括研究員 (兼)原田公人

調査･国際担当 

上席総括研究員 (兼)新平鎮博

主任研究員 玉木宗久 

主任研究員 齊藤由美子 研究員 神山 努

研究員 石坂 務

企 画 部 

客員研究員 大内 進 柘植雅義

教育支援部 

President
SHISHIDO Kazushige

SHISHIDO Kazushige SHINYA Yoshiyuki

Department Head
SHINYA Yoshiyuki

General Planning and Coordination
Research Director
HARADA Kimihito 

Educational Support in School
Research Director
OZAKI Yuzo

Support for Counseling and Consultation
Research Director
OZAKI Yuzo

Inclusive Education System Database
Research Director
FUJIMOTO Hiroto

In-Service Teacher Training
Research Director
SAWADA Mayumi

Chief of General aff airs 
and Planning
MIURA Junichi

Assistant Section Manager General Clerk
Personnel
Planning
Plan and Evaluation

Finance
Contact 1
Contact 2
In-Service Training
Information service
Information Management

Public Relations and International Aff airs

Assistant Section Manager
Assistant Section Manager

Assistant Section Manager
Specialist(Facilities)

Assistant Section Manager
Specialist(Information)

Specialist(Support for Research)
Chief of Finance
YANO Koichi

Chief of Information and 
In-Service Training
KOBAYASHI Jun

Information of Education for Developmental Disabilities
Research Director
ATSUMI Yoshikata

Information of Education for Developmental Disabilities
Senior Chief Researcher/ UMEDA Mari
Senior Chief Researcher/ SATO Hajime

Comprehensive Information of Special Needs Education
Research Director/ NIIHIRA Shizuhiro
Research Director/ KOBAYASHI Michiyo

Comprehensive Information of Special Needs Education
Senior Chief Researcher
KANAMORI Katsuhiro

Seminar Coordination, Medical and Welfare Coordination
Research Director
KOBAYASHI Michiyo

Seminar Coordination, Medical and Welfare Coordination
Senior Chief Researcher
MAKINO Yasumi

Chief Researcher/ OSAKI Hirofumi
Chief Researcher/ SHOJI Michiyo
Chief Researcher/ KUSAKA Naomi

Chief Researcher/ WAKUI Megumi
Chief Researcher/ OKAMOTO Kunihiro
Chief Researcher/ YANAGISAWA Akiko

Support for Counseling and Consultation
Senior Chief Researcher
TANAKA Yoshihiro

Educational Support in School
Senior Chief Researcher
NAGANUMA Toshio

Chief Researcher/ OZAWA Michimasa
Chief Researcher/ TOKUNAGA Akio
Chief Researcher/ TAKEDOMI Hirofumi

Chief Researcher/ YOKOO Shun
Chief Researcher/ KAIZU AKiko
Chief Researcher/ ITO Yumi

Chief Researcher/ MATSUMI Kazuki

Chief Researcher/ DOI Kouki

Evaluation
Research Director
HARADA Kimihito
Survey, International Research and Co-operation
Research Director
NIIHIRA Shizuhiro
Visiting Researcher/ OOUCHI Susumu,TSUGE Masayoshi

Evaluation
Senior Chief Researcher 
KANEKO Takeshi
Survey, International Research and Co-operation
Senior Chief Researcher
MUNEKATA Tetsuya

Chief Researcher/ TAMAKI Munehisa 

Chief Researcher/ SAITO Yumiko Researcher/ KAMIYAMA Tsutomu
Researcher/ ISHIZAKA Tsutomu

Researcher/ MORIYAMA Takashi

Researcher/ ARAYA Yosuke
Researcher/ NISHIMURA
                 Takahiro

Research Planning, Policy Coordination, Administration and Finance Coordination
Senior Chief Researcher/ SASAMORI Hiroki
Senior Chief Researcher/ KOMATSU Yukie                 
Senior Chief Researcher/ KUBOYAMA Shigeki      

Department Head/ OZAKI Yuzo

Department Head/ KOBAYASHI Michiyo

Department Head/ KOBAYASHI Michiyo

Department Head/ MATSUBARA Satoshi

Head of the Center/ ATSUMI Yoshikata

KAMIO Yuji
ENDO Junko

Board of Counselors

President

Supervisors

Department of Policy and Planning

Department of Educational Support

Department of Teacher Training and Collaborative Projects

Department of Education information

Department of Administration

Information Center of Education for the Persons with Developmental Disabilities

Executive Director

Audit and Compliance Offi  ce

Executive Staff Department Head

Executive Director
SHINYA Yoshiyuki

Supervisor
KAMIO Yuji

Supervisor
ENDO Junko

Department Head 
of Administration
MATSUBARA Satoshi

Head of Information 
Center of Education 
for the Persons 
with Developmental 
Disabilities

ATSUMI Yoshikata

Department Head of 
Educational Support
OZAKI Yuzo

Department Head of 
Teacher Training and 
Collaborative Project
Department Head of 
Education Information
KOBAYASHI Michiyo

Number of Staff 
Executive Staff   4(2)

Research Staff 41(2)

Clerical Staff 27

Total 72(4)

（ ） shows the number of part-time 
staff  included.
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 ը෦ا ˔
NISE の研究に関する総合的なاը・立Ҋ・ௐ、障害のある子どもの教育に関する政ࡦ課題、関係法ྩ及ͼ行

 。に関するௐࠪ・ੳなどの業を行っていますࡦࢪ政ࡒ
また、NISE の業に関するධՁのاը・立Ҋ、NISE が実ࢪするௐࠪのશ体ܭըの立Ҋ・ௐ、特別支援教育

に関するج本データௐࠪのاը・実ࢪ・ੳ、ॾ֎国の障害のある子どもの教育に関するௐࠪ・ੳ、ւ֎の研究
 。などの業を行っていますྲྀަࡍ関や研究者との連携協力・国ػ

˔ 教育支援෦ 
学ߍ教育支援として、特別支援教育の理ղൃܒ、関係ߍ長ձや関係ஂ体等との連携・連བྷௐ、特別支援学ߍや

༮ஓԂ、খ学ߍ、中学ߴ、ߍ等学ߍ等の支援・連携協力、各ಓݝ等の教育センター・特別支援教育センター
等との連携協力などの業を行っています。 

教育相談支援として、ൃੜのい障害等の事例に関する教育相談、ւ֎にॅࡏする日本人学ߍ等のอޢ者や教
員からの教育相談、各教育関係ػ関等における教育相談のίンサルテーション、障害のある子どもの教育相談に関
する情報提供などの業を行っています。 

また、インクルーシブ教育システム構築に関連するデータベースの࡞成に取り組んでいます。 

˔ 教育研修ɾ事業෦ 
NISE が行う研修事業のاը・立Ҋ、研修ϓϩάϥムの開ൃ、研修修ྃ者のϑΥϩーΞοϓ、インターωοトに

よるٛߨ配৴のίンテンπの࡞成・提供、ํにおける教員研修の支援などの業を行っています。 
また、NISE ओ࠵セϛナーのاը・実ࢪ、อޢ者ஂ体等との連携事業のاը・実ࢪ、ҩྍ・ࢱ・࿑ಇ関係ػ関

等に対する理ղൃܒ・連携などの業を行っています。 

˔ 教育情報෦ 
特別支援教育に関する情報のऩू・ੵ・提供や理ղൃܒ活動（ଞの部の所ঠに関するものをআく）、特別支援

教育の教材及ͼ教育支援ثػに関する情報・ࢿྉのऩू・提供、ධՁ・活༻、関係者の支援などの業を行ってい
ます。 

ൃୡ障害教育に関する情報については、ൃୡ障害教育情報センターのΣブサイトや教材・教具లࣔࣨのެ開等
を௨͡て、教員やอޢ者等のํ々を対に、༷々な情報提供を行っています。さらに、ൃୡ障害に関わる関係ஂ体
との連携ڧԽにも努め、その一としてੈքࣗดൃܒデー JO ԣਢլを開࠵しています。 

˔ ૯෦ 
研究所の中ܭظը・年度ܭըのࡦ定、報、職員の人事、予ࢪ、ࢉܾ・ࢉ設・設උ理や各部の業支援などの

業を行っています。 

ӡ Ӧ ҕ һ 

Ѩ෦  ࡦݠ০۠立കాখֶߍ長 
ా  ߒ 国立ো者ϦϋビϦςʔションセンλʔࣗ立支援ہ理ྍ教育・ब࿑支援෦長 
Ҵ֞ ਅ 独立行政法人国立ਫ਼ਆ･ਆܦҩྍ研究センλʔਫ਼ਆอ݈研究所తো研究෦長
େ௬ ୡ 国立教育政ࡦ研究所長 
ඌ㟒 ٱ記 日本特घ教育ֶձ理事長（ҵେֶ教त） 
ඌ㟒 จ༤ ฌݝݿ立ࡕਆࠛཅߴֶߍ長･ಉ特別支援ֶߍ長 
 教育センλʔ所長ݝහ໌ େ ݪֿ
 教育ҕһձ教育長ݝ୩ 次 ਆಸۅ
খګ ٶ子 શ国連合খֶߍ長ձ特別支援教育ҕһձҕһ長（େా۠立ࢤໜాখֶߍ長） 
Լࢁ 人 ஜେֶෟଐٱཬ特別支援ֶߍ長（ஜେֶ教त） 

ށͻとΈ શ国特別支援ֶߍපऑ教育ߍ長ձձ長（ਆಸݝ立ԣೆཆߍֶޢ長） 
ాఴ ರ ౦ژ立ޫ໌特別支援ֶߍ長 
ా ӹ໌ શ日本தֶߍ長ձੜె指ಋ෦長（ੈా୩۠立தֶߍ長） 
ฌഅ प શ国特別支援ֶߍ長ձձ長（౦ژ立੨ௗ特別支援ֶߍ長） 
দҝ ৴༤ จֶژӃେֶ教त 
 ༩ࢀӜ   શ国特別支援教育ਪਐ連ໍࡾ
 （長ߍֶژ立จژ౦）長ձձ長ߍ୩ রউ શ国ֶࡾ
ଜ্ ๕ଇ 国立େֶ法人ஜٕज़େֶ長 
 （長ߍ立ொాのֶٰԂژ౦）長ձձ長ߍ教育తোߍໜ શ国特別支援ֶ  ໌
ԣ  ٱ ౦ژ立େ௩Ζ͏ֶߍ長 
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● Department of Policy and Planning
　The department is responsible for comprehensively planning and coordinating research activities, conducting 
surveys and analysis of data on policy issues, relevant laws regulations, and administrative and fi scal policies on 
education for children with disabilities　in our country.
　It is also responsible for planning the evaluation of NISE’s activities; planning and coordinating the overall 
plan of NISE’s survey projects; planning, implementing and analyzing basic data surveys of special needs 
education;  conducting surveys and analysis of data on education for children with disabilities in foreign 
countries; and conducting exchange and cooperation with researchers and research institutes in overseas.

● Department of Educational Support
　As support for school education, the department is responsible for building understanding and raising 
awareness on special needs education; cooperating and coordinating with school principals’ associations 
and concerned bodies; supporting and cooperating with schools for special needs education, kindergartens, 
elementary schools, lower and upper secondary schools and other educational institutions; cooperating with 
prefectural education centers and centers for special needs education.
　As support for educational counseling, it is responsible for providing counseling services for difficult 
cases, such as low incidence disabilities; providing counseling services in response to request from parents or 
teachers at Japanese schools or other schools in overseas; providing counseling for various kinds of educational 
institutions; and providing information on counseling and consultation for children with disabilities. Besides, 
NISE is working on creating databases concerning the developing inclusive education systems. 

● Department of Teacher Training and Collaborative Projects  
　The department is responsible for planning teacher training projects conducted by NISE; developing training 
programs; conducting follow-up activities for those who have completed training courses; creating and providing 
training contents over the internet; and supporting teacher training activities in local areas.
　It is also responsible for planning and implementing seminars sponsored by NISE, planning and implementing 
collaborative projects with parent organizations; and promoting understanding and raising awareness of special 
needs education among healthcare-,　welfare-, and labor-related organizations, and cooperating with them.

● Department of Educational Information
　The department is responsible for collecting, storing and providing information on special needs education; 
conducting activities (excluding those undertaken by other departments) to build understanding and raise 
awareness of special needs education; collecting and providing the information and materials on teaching 
materials and educational support devices and materials for special needs education, providing assessment and 
use of them, and supporting those concerned.
　It is responsible for disseminating a wide range of information on education for children with developmental 
disabilities to teachers , guardians and relevant stakeholders through the website of the Information Center 
of Education for Persons with Developmental Disabilities and by opening the exhibition room of the 
Information Center; making efforts for strengthening the cooperative relationships with organizations related to  
developmental disabilities, as one of such efforts, conducting the "World Autism Awareness Day in Yokosuka."

● Department of Administration
　The department is responsible for formulating of the medium-term and annual plans for NISE, public relations, 
personnel affairs, budgets and account settlements, management of facilities and equipment, and support for 
activities conducted by other departments. 
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 ը෦ا ˔

໊લ ৬ ઐ Ωʔϫʔυ 


݉	、ըௐ୲ا人 ্੮総ׅ研究һ（総合 ެ ా ݪධՁ୲） ௌ֮োظૣ 教育、人内ࣖ、ิௌث 

情ॹো、ୡোൃ （政୲ࡒ連携･行ࡦը、政ܭ研究） ༸ थ 総ׅ研究һ  通ڃにΑる指ಋ、-%･"%)%･ࣗด、ֶߍ･
教ࢣ支援 

খ দ ܙ  総ׅ研究һ（研究ܭը、政ࡦ連携･行ࡒ政୲） 教育政ࡦ 教育行政、教育関係法ྩ 

 （政୲ࡒ連携･行ࡦը、政ܭ研究）ໜथ 総ׅ研究һ ࢁอٱ
ίミϡχέʔ･ޠݴ
ションো 

子育ͯ支援、༮ஓԂ･อ育所、Ҭの支援シε
ςϜ 

ۚ 子  ݈ 総ׅ研究һ（ධՁ୲） ֮ࢹো ࣗ立活動、৮֮教ࡐ、ೕ༮ࣇ支援 

౩ ํ   総ׅ研究һ（ௐࠪ･国ࡍ୲） 教育ֶ 
ΞシεςΟϒ･ςΫϊϩジʔ、教ࡐ･教۩։ൃ、
国ࡍൺֱ 

 %(%"･%- ओ研究һ（ධՁ୲） ࣗด ٱ  फ ۄ

ᴡ౻ ༝ඒ子 ओ研究һ（ௐࠪ･国ࡍ୲） ॏ･ॏෳো 
༮ظࣇの教育支援、セϧϑ･σΟλʔミωʔシ
ョン 

ਆ ࢁ   研究һ（ௐࠪ･国ࡍ୲） తো 行動ੳ、อޢ者支援、Ҭ支援 

ੴ ࡔ   研究һ（ௐࠪ･国ࡍ୲） ࣗด 
ࣗดࣇ･者にରする教育支援、Ո･ֶߍに
ରする支援 

˔ 教育支援෦ 

໊લ ৬ ઐ Ωʔϫʔυ 

ඌ ࡚ ༞ ࡾ 
	݉
教育支援෦長 
্੮総ׅ研究һ（ֶߍ教育支援୲、	݉
教育相
談支援୲） 

తোܦߍֶ Ӧ、教育՝ఔ、ΩϟϦΞ教育 

౻ 本 ༟ 人 
্੮総ׅ研究һ（インΫϧʔシϒ教育シεςϜߏ
ங関連 %# ୲） 

教育政ࡦ、ௌ֮ো 教Պ指ಋ、ޠݴ指ಋ、ࣗ立活動 

長 প ढ़  総ׅ研究һ（ֶߍ教育支援୲） ࢶମෆࣗ༝ ॏ･ॏෳো、त業研究、教育՝ఔ 

ా த ྑ  総ׅ研究һ（教育相談支援୲） ֮ࢹো 教育相談、ࣗ立活動、教Պ指ಋ 

খ ᖒ ݡ ࢸ ओ研究һ（ֶߍ教育支援୲） ॏ･ॏෳো ίンαϧςʔション、Ҭ支援シεςϜ 

ಙӬ ѥر༤ ओ研究һ（ֶߍ教育支援୲） ࢶମෆࣗ༝ 
ࣗ立活動、特別支援ֶߍのセンλʔత機、
I$'�$:（国ࡍੜ活機ྨࣇಐ൛
 

  ത จ ओ研究һ（ֶߍ教育支援୲） తোܦߍֶ Ӧ、ݸ別の教育支援ܭը、ֶशධՁ 

ԣ ඌ  ढ़ ओ研究һ（教育相談支援୲） తো 
教育相談、･తো、イΪϦεのোࣇ教
育੍ 

ւ ѥر子 ओ研究һ（教育相談支援୲） -% Ξセεϝンτ、35I、ݸ別の指ಋܭը 

ҏ ౻ ༝ ඒ ओ研究һ（教育相談支援୲） ൃୡো、情ॹো 関係ੑোの支援、教育相談 

 ࢙ و ࢁ 
研究һ（インΫϧʔシϒ教育シεςϜߏங関連 %#
୲） 

පऑ･ମڏऑ පऑ･ମڏऑ教育 

NISE の研究者 
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 ●Department of Policy and Planning
Name Position Specialized fi eld keywords

HARADA 
Kimihito

Research Director (General Planning and 
Coordination)

Deaf and hard of 
hearing

Early intervention, Cochlear implant, 
Hearing aid

SASAMORI 
Hiroki

Senior Chief Researcher (Research 
Planning, Policy Coordination, 
Administration and Finance Coordination)

Developmental 
disabilities, 
Emotional 
disabilities

Special support services in resource rooms, 
LD/ADHD/High functioning autism, 
Support for schools and teachers

KOMATSU 
Yukie

Senior Chief Researcher (Research 
Planning, Policy Coordination, 
Administration and Finance Coordination)

Policy of education 
for children with 
disabilities

Educational administration, Education-
related laws

KUBOYAMA 
Shigeki

Senior Chief Researcher (Research 
Planning, Policy Coordination, 
Administration and Finance Coordination)

Communication  
disabilities

Child care support, Kindergartens and 
nursery schools support, Social support 
system

KANEKO 
Takeshi Senior Chief Researcher (Evaluation) Visual impairments Activities to promote independence, 

Tactile graphics, Support for infants
MUNEKATA 

Tetsuya
Senior Chief Researcher (Survey, 
International Research and Co-operation)

Educational 
technology

Assistive technology, Educational 
materials, International comparison

TAMAKI 
Munehisa Chief Researcher (Evaluation) Autism LD･ADHD

SAITO Yumiko Chief Researcher (Survey, International 
Research and Co-operation)

Severe and multiple 
disabilities

Early childhood special needs education, 
Self-determination

KAMIYAMA 
Tsutomu

Researcher (Survey, International Research 
and Co-operation)

Intellectual 
disabilities

Behavior analysis, Family support, Social 
support

ISHIZAKA 
Tsutomu

Researcher (Survey, International Research 
and Co-operation) Autism Educational support for persons with autism, 

Cooperation with families and schools

●Department of Educational Support 
Name Position Specialized fi eld Keywords

OZAKI Yuzo
Department Head of Educational Support Research 
Director (Educational Support in Schools, Support 
for Counseling and Consultation)

Intellectual 
disabilities

School management, Curriculum, Career 
education

FUJIMOTO 
Hiroto

Research Director (Inclusive Education 
System Database)

Policy of education 
for children with 
disabilities, Deaf and 
hard of hearing

Course instruction, Activities to promote 
independence, Communication and 
language intervention, 

NAGANUMA 
Toshio

Senior Chief Researcher (Educational 
Support in Schools)

Physical/motor 
disabilities

Severe and multiple disabilities, Study of 
teaching-learning, Curriculum

TANAKA 
Yoshihiro

Senior Chief Researcher (Support for 
Counseling and Consultation) Visual impairments Guidance and counseling, Activities to 

promote independence, Course instruction
OZAWA 

Michimasa
Chief Researcher (Educational Support in 
Schools)

Severe and multiple 
disabilities Consultation, Social support system

TOKUNAGA 
Akio

Chief Researcher (Educational Support in 
Schools)

Physical/motor 
disabilities

Activities to promote independence, Function 
as a resource center of school for special 
needs education, ICF-CY(International 
Classifi cation of Functioning, Disabilities and 
Health, Version for Children and Youth)

TAKEDOMI 
Hirofumi

Chief Researcher (Educational Support in 
Schools)

Intellectual 
disabilities

School management, Individualized 
educational support plan, Evaluation of 
learning activity

YOKOO Shun Chief Researcher (Support for Counseling 
and Consultation)

Intellectual 
disabilities

Guidance and counseling, Intellectual disabilities 
and hearing impairment, System of SEN

KAIZU Akiko Chief Researcher (Support for Counseling and 
Consultation)

LD(Learning 
Disabilities)

Assessment, RTI, Individualized teaching 
plan

ITO Yumi Chief Researcher (Support for Counseling 
and Consultation)

Developmental 
disabilities, Emotional 
disabilities

Support for relatedness disorders, 
Guidance and counseling

MORIYAMA 
Takashi

Researcher (Inclusive Education System 
Database) Health impairments Education for health impairments
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˔ 教育研修ɾ事業෦ 

໊લ ৬ ઐ Ωʔϫʔυ 

খ ྛ ྙ  
	݉
教育研修･事業෦長、	݉
教育情報෦長 
্੮総ׅ研究һ（事業･連携୲Ŋ	݉
総合特別支
援教育情報୲） 

ίミϡχέʔ･ޠݴ
ションো 

Ҭ支援シεςϜ、อޢ者支援、教育相談 

ᖒ ా ਅ ٷ ্੮総ׅ研究һ（研修୲） ֮ࢹো ࣗ立活動、教Պ指ಋ、ࣈ指ಋ 

  ହ ඒ 総ׅ研究һ（事業･連携୲） ௌ֮･ޠݴোޠݴ 指ಋ、֫ޠݴಘ、ίミϡχέʔションো

େ ࡚ ത ࢙ ओ研究һ（研修୲） ॏ･ॏෳো 
๚教育、ҩྍతέΞ、֮ײの活༻（εψʔ
ζϨン） 

ঙ࢘ ඒઍ ओ研究һ（研修୲） ௌ֮োظૣ 教育、教Պ指ಋ、ࣗ立活動 

日Լ ಸॹඒ ओ研究һ（研修୲） පऑ･ମڏऑ Ӄ内ֶڃ、Ҭ支援、教育相談 

দ ݟ  थ ओ研究һ（事業･連携୲） తো ΩϟϦΞ教育、ब࿑支援、ֶशධՁ 

˔ 教育情報෦ 

໊લ ৬ ઐ Ωʔϫʔυ 

৽ 平  ത 
্੮総ׅ研究һ（総合特別支援教育情報୲、
	݉
ௐࠪ･国ࡍ୲） 

খࣇՊֶ、ൃ育ൃ
ୡֶ、খࣇอֶ݈
	子อֶ݈
 

࣬පとোの総合తΞセεϝンτ、ҩྍอ݈
ࢱと教育の連携、খࣇຫੑ࣬ױと支援 

ѳ ඒ ٛ ݡ 
	݉
ൃୡো教育情報センλʔ長 
্੮総ׅ研究һ（ൃୡো教育情報୲） 

ൃୡো 情ॹোࣇ、ಐ੨年ਫ਼ਆҩֶ、Պֶ 

ۚ  ߒ ࠀ 総ׅ研究һ（総合特別支援教育情報୲） 教育ֶ 
ΞシεςΟϒ･ςΫϊϩジʔ、ࢶମෆࣗ༝、 
情報教育 

ക ా ਅ 理 総ׅ研究һ（ൃୡো教育情報୲） ൃୡো 
通ڃにΑる指ಋ、-%･"%)%･ߴ機ࣗด、
 支援ߍֶ

 ը、ֶश指ಋ案ܭ別の指ಋݸ、教育՝ఔ తো （教育情報୲ୡোൃ）ഹ 総ׅ研究һ  ౻ ࠤ

 Ҫ  ً ओ研究һ（総合特別支援教育情報୲） 人ؒ情報ֶ 
ώϡʔϚン･インλʔϑΣʔε、ΞΫセシϒϧ
σβイン、情報อো 

༚ Ҫ  ܙ ओ研究һ（ൃୡো教育情報୲） ൃୡো、తো 協ಉֶश、ࣾձతεΩϧ、ֶͼのϢχόʔα
ϧσβイン 

Ԭ 本   ओ研究һ（ൃୡো教育情報୲） ൃୡো ൃୡো、行動、Ո支援 

༄ᖒ ѥر子 ओ研究һ（ൃୡো教育情報୲） ࣗด 
োࣇ･者の͖ΐ͏ͩい支援、Ո支援、Ո
との連携 

৽ ୩ ༸ հ 研究һ（総合特別支援教育情報୲） 教育ֶ I$5 活༻、ࢶମෆࣗ༝、情報Ϟϥϧ 

 ଜ ਸ  研究һ（総合特別支援教育情報୲） 人ֶؒ、ֶࢱ ώϡʔϚン･インλʔϑΣʔε、ΞΫセシϒϧ
σβイン 

˔ ٬һ研究һ 

໊લ ৬ ઐ Ωʔϫʔυ 

େ 内  ਐ ٬һ研究һ ֮ࢹো 
શࣇのֶश指ಋ、ࣈ及ͼ৮֮研究、 
イλϦΞの教育 

௯ ২ խ ٛ ٬һ研究һ 
ൃୡো、తো、
ࣗด 

োࣇ৺理ֶ、指ಋ･त業、教育政ࡦ 

NISE の研究者 
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●Department of Teacher Training and Collaborative Projects
Name Position Specialized fi eld Keywords

KOBAYASHI 
Michiyo

Department Head of Teacher Training and 
Collaborative Projects
Department Head of Education Information
Research Director (Seminar Coordination, Medical 
and Welfare Coordination, Comprehensive 
Information of Special Needs Education)

Communication 
disabilities

Community support system, Family 
support, Educational counseling　

SAWADA 
Mayumi

Research Director (In-service Teacher 
Training)

Visual 
impairments

Activities to promote independence, 
Course instruction, Braille teaching

MAKINO 
Yasumi

Senior Chief Researcher (Seminar Coordination 
/ Medical and Welfare Coordination)

Speech and hearing 
impairments

Communication and language intervention, 
Language acquisition, Communication disabilities

OSAKI 
Hirofumi

Chief Researcher (In-service Teacher 
Training)

Severe and 
multiple 
disabilities

Home/hospital-bound education, 
Medical care, Development of childʼs 
senses(Snoezelen)

SHOJI Michiyo Chief Researcher (In-service Teacher 
Training)

Deaf and hard of 
hearing

Early intervention, Course instruction, 
Activities to promote independence

KUSAKA 
Naomi

Chief Researcher (In-service Teacher 
Training)

Health 
impairments

Classes in Hospitals, Community support, 
Educational counseling

MATSUMI 
Kazuki

Chief Researcher (Seminar Coordination / 
Medical and Welfare Coordination)

Intellectual 
disabilities

Career education, Vocational education, 
Evaluation of learning activity

●Department of Education Information
Name Position Specialized fi eld Keywords

NIIHIRA 
Shizuhiro

Research Director (Comprehensive Information 
of Special Needs Education,  Survey, International 
Research and Co-operation)

Pediatrics Child health, Development and chronic 
illness in childhood

ATSUMI 
Yoshikata

Head of Information Center of Education for 
the Persons with Developmental Disabilities
Research Director (Information of Education 
for Developmental Disabilities)

Developmental 
disabilities

Emotional disabilities, Child and adolescent 
psychiatry, Neuroscience

KANAMORI 
Katsuhiro

Senior Chief Researcher (Comprehensive 
Information of Special Needs Education)

Educational 
technology

Assistive technology, Physical/motor disabilities, 
Education of information technology

UMEDA 
Mari

Senior Chief Researcher (Information of 
Education for Developmental Disabilities)

Developmental 
disabilities

Special support service in resource rooms, LD/
ADHD/high-functioning autism, School support

SATO 
Hajime

Senior Chief Researcher (Information of 
Education for Developmental Disabilities)

Intellectual 
disabilities

Curriculum, Individualized teaching plan, 
Teaching plan, Lesson plan

DOI 
Kouki

Chief Researcher (Comprehensive 
Information of Special Needs Education)

Human 
information 
engineering

Human interface, Accessible design, 
Information support

WAKUI 
Megumi

Chief Researcher (Information of Education 
for Developmental Disabilities)

Developmental 
disabilities, Intellectual 
disabilities

Cooperative learning, Social skills training, 
Universal design for learning

OKAMOTO 
Kunihiro

Chief Researcher (Information of Education 
for Developmental Disabilities)

Developmental 
disabilities

Developmental disabilities, Behavioral 
problems, Family support

YANAGISAWA 
Akiko

Chief Researcher (Information of Education 
for Developmental Disabilities) Autism Support for siblings living persons with disabilities, 

Family support, Cooperation with families
ARAYA 
Yosuke

Researcher (Comprehensive Information of 
Special Needs Education)

Educational 
technology

ICT, Physical/motor disabilities, Information 
ethics

NISHIMURA 
Takahiro

Researcher (Comprehensive Information of 
Special Needs Education)

Ergonomics, Welfare 
engineering Human centered design

●Visiting Researchers
Name Position Specialized fi eld Keywords

OOUCHI 
Susumu Visiting Researcher Visual 

impairments
Educational guidance for blind children, 
Studies of braille and haptic perception, 
Education in Italy

TSUGE
Masayoshi Visiting Researcher

Developmental
disabilities,
Intellectual 
disabilities, Autism

Psychology of children with disabilities, 
Teaching/Instruction in classes, Education 
policy
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˙ 研究جຊܭը 
特別支援教育のナショナルセンターとして、障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに対応した教

育の実ݱにݙߩするため、国として特別支援教育政ࡦ上重要性のߴい課題に対する研究や教育ݱ等で
求められているۓ٤の課題に対応した実ࡍ的研究に取り組んでいます。こうした研究活動を、中長ظを
లしつつ、ܭը的に進めるため、研究ج本ܭըをࡦ定しています。 

平成 2� 年 2 月には、国の政ࡦ動向等を౿まえ、平成 2� 年 � 月にࡦ定したܭըの改గを行いました。 

˙ 研究ମ੍ 
研究活動を組৫的に行うため、各年度の研究ܭըを立Ҋするとともに、進行理等を行う「研究൝」

を設けています。研究൝は、ҎԼの 12 の൝で構成され、研究課題に応͡たνームを構成して研究を推
進しています。 

平成 26 年研究൝Ұཡ 

研究൝ ൝長 ෭൝長 

特ఆのোछ別にΑΒ
ない総合త՝ো
छ別ڞ通の՝にରԠ
する研究൝ 

োのある子Ͳもの教育の在りํに関する研究൝ 
（在りํ൝） 

ໜथ ࢁอٱ  ༸ थ 

特別支援教育のਪਐに関する研究൝ 
（ਪਐ൝） 

長 প ढ़  日Լ ಸॹඒ

I$5 及ͼΞシεςΟϒ･ςΫϊϩジʔに関する研究൝ 
（I$5･"5 ൝） 

ۚ  ߒ ࠀ ౩ ํ  

োछ別ઐの՝
にରԠする研究൝ 

ॏෳোのある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ 
（ॏෳ൝） 

ᴡ౻ ༝ඒ子 େ ࡚ ത ࢙

 のある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ো֮ࢹ
 （൝֮ࢹ）

ۚ 子  ݈ ా த ྑ 

ௌ֮োのある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ 
（ௌ֮൝） 

౻ 本 ༟ 人 ঙ࢘ ඒઍ

తোのある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ 
（త൝） 

  ത จ ༚ Ҫ  ܙ

 ମෆࣗ༝のある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ࢶ
 （ମෆࣗ༝൝ࢶ）

ಙӬ ѥر༤ 長 প ढ़ 

පऑ･ମڏऑにある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝
（පऑ൝） 

৽ 平  ത  ࢙ و ࢁ

 のある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝োޠݴ
 （൝ޠݴ）

  ହ ඒ ٱอࢁ ໜथ

ࣗดのある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ 
（ࣗด൝） 

 ഹ Ԭ 本   ౻ ࠤ

ൃୡো（-%･"%)%･ߴ機ࣗด）のある子Ͳもຢは情
ॹোのある子Ͳもの特別支援教育に関する研究൝ 

（ൃୡ･情ॹ൝） 

ക ా ਅ 理 ۄ  फ ٱ

NISE の研究άື
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■ Basic Plan for Research
　NISE is advancing research on essential issues in national policy making and implementation of special needs 
education, and practical research addressing imminent education issues, in order to contribute to realizing the 
education that meets special needs of individual children with disabilities, as the national center for special needs 
education. NISE has formulated the basic research plan in order to conduct research activities systematically with 
medium to long-term perspectives. In February 2012, the plan established in August 2008 was revised to refl ect 
the current trend of national policies and other factors.

■ Research System
　NISE has set the “research units” designing the annual research plan and managing the progress of research 
projects, in order to conduct research activities systematically. There are 12 research units according to research 
subjects as shown below:

Composition of Research Units FY2014

Research Unit Leader Sub Leader

Research units on 
comprehensive or 
common issues in 
education for children 
with disabilities

Research Unit on Perspective of Education for 
Children with Disabilities
(Perspective Unit)

SASAMORI
Hiroki

KUBOYAMA
Shigeki

Research Unit on Promoting Special Needs Education
(Promoting Unit)

NAGANUMA
Toshio

KUSAKA
Naomi

Research Unit on ICT and Assistive Technology
(ICT/AT Unit)

KANAMORI
Katsuhiro

MUNEKATA
Tetsuya

Research units on 
specialized issues in 
each type of disabilities

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Multiple Disabilities
(Multiple Disabilities Unit)

SAITO
Yumiko

OSAKI
Hirofumi

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Visual Impairments
(Visual Impairments Unit)

KANEKO
Takeshi

TANAKA
Yoshihiro

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Deaf and Hard of Hearing
(Deaf and Hard of Hearing Unit)

FUJIMOTO
Hiroto

SHOJI
Michiyo

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Intellectual Disabilities
(Intellectual Disabilities Unit)

TAKEDOMI
Hirofumi

WAKUI
Megumi

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Physical/Motor Disabilities
(Physical/Motor Disabilities Unit)

TOKUNAGA
Akio

NAGANUMA
Toshio

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Health Impairments
(Health Impairments Unit)

NIIHIRA
Shizuhiro

MORIYAMA
Takashi

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Speech and Language Disorders
(Speech and Language Disorders Unit)

MAKINO
Yasumi

KUBOYAMA
Shigeki

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Autism
(Autism Unit)

SATO
Hajime

OKAMOTO
Kunihiro

Research Unit on Special Needs Education for 
Children with Developmental Disabilities (LD, ADHD, 
High Functioning Autism (HFA), etc.) or Children with 
Emotional Disturbances
(Developmental Disabilities and Emotional 
Disturbances Unit)

UMEDA
Mari

TAMAKI
Munehisa
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˙ 研究۠ 
研究は、ҎԼの۠にैって実ࢪします。 
なお、平成 2� 年度から、中ظඪؒظをݟ௨して特定のแׅ的研究テーϚ（ྖҬ）を設定し、ෳ

の研究課題から構成された研究を進める「中ظ特定研究੍度」を設しました。แׅ的研究テーϚとし
ては、「インクルーシブ教育システムに関する研究」及ͼ「特別支援教育における I$5 の活༻に関する
研究」を設定しています。 

研究۠ 研究のੑ࣭ 

 研究װج

NISE ͕ओମとな࣮ͬͯ施する研究で、ӡӦඅ交ۚをओͨるݯࡒとするもの 
ͦの内容にΑり、ҎԼのとおり۠する。 
・ઐ研究̖� 特ఆのোछ別にΑΒない総合త՝、োछ別ڞ通の՝にରԠしͨ研究 
・ઐ研究̗� োछ別ઐの՝にରԠしͨ研究 
・ઐ研究̖、ઐ研究̗につな͛ることを目指し࣮ͯ施する予උత、४උత研究 

ಉ研究 NISEڞ ͕େֶຽؒなͲの研究機関とڞಉで行͏研究 

֎෦ۚࢿ研究 Պ研අの֎෦ۚࢿを֫ಘしͯ行͏研究 

डୗ研究 ֎෦͔Βのҕୗをडけͯ行͏研究 

˙ 研究のاըཱҊ͔Β࣮ࢪɺධՁ及ͼ普及のաఔ 
各研究のاը立Ҋから実ࢪ、ධՁ及ͼ普及までをおおむͶ࣍のようなաఔで行い、研究のاը立Ҋや

実ࢪに教育ݱのニーズ等を的確にөするとともに、ධՁを研究の࣭的向上にੜかし、研究成Ռのޮ
Ռ的普及にも努めています。 

ʲ 研究のاըͱ࣮ࢪのܭը ʳ 

研究ج本ܭըやこれまでの研究ニーズௐࠪ݁Ռ等を౿まえ、各研究൝において研究課題のاըやその
等ݝ成を進めるとともに、ฒ行して、֘研究の֓要についてಓ࡞ըॻのܭࢪを行い、研究実౼ݕ
教育ҕ員ձや関係ஂ体等に対しҙݟরձ（研究ニーズௐࠪ）を行います。そのҙݟরձの݁Ռも౿まえ、
研究実ܭࢪըॻについて必要に応͡てݟしを行います。 

ʲ 研究の࣮ࢪ及ͼதؒධՁ ʳ 

研究実ܭࢪըॻに͖ͮج研究活動を実ࢪします。研究ؒظはݪଇ̎年を年限とし、研究ؒظの中ؒ
において、研究の進ঢ়گ等について中ؒධՁ（研究所による部ධՁ）を実ࢪします。 

ʲ 研究成Ռの·ͱめͱධՁ ʳ 

研究の成Ռを研究成Ռ報ࠂॻにまとめます。また、研究成Ռ報ࠂॻ等の成Ռをجに研究の最ऴධՁ
（研究所による部ධՁ）及ͼ NISE が֎部にҕするධՁ者による֎部ධՁを実ࢪします。 

ʲ 研究成Ռの普及 ʳ 

研究成Ռ報ࠂॻ・ץ行、Σブサイト、ϝールϚΨδン、研究所セϛナー、日本特घ教育学ձ等の
関連学ձ、NISE がओ࠵する研修事業、ಓݝ教育ҕ員ձ等が開࠵する研修・研究ձなどを௨して研
究成Ռを普及します。 

NISE の研究άື  
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■ Types of Research Projects
　NISE conducts research projects according to the classifi cation shown below:

　In FY 2011, NISE established the “medium-term specifi c research system.” Under this system, NISE has set 
the comprehensive research themes (disciplines) with a perspective over the period for which the third medium-
term objectives are set for NISE, and has been advancing multiple research projects under them. At present, the 
“research on inclusive education systems” and the “research on application of ICT in special needs education” 
have been set.

Categories Characteristics of Research

Core Research

Research projects under the leadership of NISE, mainly funded by the management 
expenses grants.
Categorized as follows according to research subjects:
・Specialized Research A: Studies on general or common issues in education for 
children with disabilities
・Specialized Research B: Studies on specialized issues in each type of disabilities
・Preliminary/preparatory studies with the aim of applying its outcomes to 
 Specialized Research A and B

Collaborative Research Joint research projects of NISE and universities or research institutions

Externally Funded Research Studies funded by external funds such as MEXT/JSPS KAKENHI Grant

Entrusted Research Studies entrusted by an external organization

■ Process of Research Activities: Planning, Implementation, Evaluation and Dissemination
　The following is the approximate fl ow of the process of our research activities, from planning, implementation, 
evaluation to dissemination. The process aims to refl ect accurately the needs of actual classrooms in planning and 
implementation, to leverage the evaluations in improving the quality of the research projects and to disseminate 
the results from them effectively.

【 Designing of Research Plan and Planning of Their Implementation 】
　Based on the Basic Plan for Research and other resources such as outcomes of past research needs surveys, 
each research unit is to discuss and investigate the theme of the project, design and create a research plan. During 
the process NISE is to gather and send out the research outline and invite comments from prefectural education 
boards and other interested groups (Research Needs Surveys). The units will then review the plans as necessary 
incorporating the feedback from the survey.

【 Implementation of Research Projects and Their Evaluation During the Research Period 】
　The research activities are then carried out based on the research plans. The research duration is, in principle, 
2 years. An internal interim evaluation will be conducted on the project, assessing the progress on the middle of 
the period.

【 Compiling Research Results and Completing Their Evaluation 】
　The outcome of the research will be presented as a Research Results Report. The research project will be given 
fi nal evaluation internally as well as externally by whom NISE has commissioned.

【 Dissemination of Research Results 】
　The outcomes of the project will then be disseminated through the Research Results Report and other 
publications, NISE’s website and email newsletter, NISE seminars, associated conferences and workshops 
including those organized by the Japanese Association of Special Education, trainings carried out by NISE as 
well as trainings and seminars carried out by other offi cial bodies such as prefectural education boards.
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˙ 研究֓ཁ 
平成 26 年度に実ࢪする研究の֓要はҎԼのとおりです。 

平成 26 年研究՝Ұཡ 	1
ઐ研究̖ɾઐ研究̗ 

研究۠ 研究՝໊ 研究൝ 研究ද者 研究ؒظ 

ઐ研究̖ 

中期特定研究（インクルーシブ教育システムに関する研究） 

インΫϧʔシϒ教育シεςϜߏஙにけͨऔ組を
支͑るମ੍ͮ͘りに関する࣮ࡍత研究 ʵϞσϧ
事業におけるֶߍҬの࣮ફを通ͯ͡ʵ 

在りํ൝   ༸ थ 平成25ʙ26年

ߍする特別支援ֶࢿの特別支援教育のਐలにޙࠓ
及ͼ特別支援ֶڃにおける教育՝ఔに関する࣮ࡍ
త研究 

ਪਐ൝ 長 প ढ़  平成26ʙ27年

中期特定研究（特別支援教育におけるICT の活用に関する研究）

োのあるࣇಐੜెのͨΊの I$5 活༻に関する総
合తな研究 ʵֶश্の支援機ث教ࡐの活༻事
ྫのऩूと理ʵ 

I$5･"5 ൝ ۚ  ߒ ࠀ 平成26ʙ27年

ઐ研究̗ 

ॏ･ॏෳোのある子Ͳもの࣮ଶѲ、教育目
ඪ･内容の設ఆ、及ͼධՁにࢿする情報ύッέʔ
ジの։ൃ研究 

ॏෳ൝ ᴡ౻ ༝ඒ子 平成25ʙ26年

中期特定研究（特別支援教育におけるICT の活用に関する研究）

ಐੜెのͨΊの教Պॻσジλϧࣇのあるো֮ࢹ
σʔλの活༻及ͼσジλϧ教Պॻの在りํに関す
る研究 ʵզ͕国における現ঢ়と՝の理とॾ
֎国のঢ়گௐࠪを౿ま͑ͯʵ 

平成26ʙ27年  ྑ ൝ ా த֮ࢹ

ௌ֮ো教育における教Պ指ಋ及ͼࣗ立活動のॆ
࣮に関する࣮ફత研究 ʵ教ࡐ活༻のࢹ͔Βઐ
ੑのܧঝとڞ༗を目指しͯʵ 

ௌ֮൝ ঙ࢘ ඒઍ 平成26ʙ27年

తো教育における組織త･ମܥతなֶशධՁの
ਪਐをଅすํࡦに関する研究 ʵ特別支援ֶߍ（
తো）の࣮ફ事ྫを౿ま͑ͨݕ౼を通ͯ͡ʵ 

త൝ ඌ ࡚ ༞ ࡾ 平成25ʙ26年

খ･தֶߍに在੶するࢶମෆࣗ༝ࣇの指ಋのͨΊの
特別支援ֶߍのセンλʔత機の活༻に関する研
究 ʵখ･தֶߍଆのχʔζを౿ま͑ͯʵ 

༤ 平成26ʙ27年رମෆࣗ༝൝ ಙӬ ѥࢶ

පऑ･ମڏऑ教育における教育తχʔζとͦΕに
Ԡͨ͡教育తྀに関する研究 ʵຫੑ࣬ױのある
 ಐੜెの教育తྀに関する࣭తੳ͔Βʵࣇ

පऑ൝ 日Լ ಸॹඒ 平成26ʙ27年

特別支援ֶڃに在੶するࣗดのあるࣇಐੜెの
ࣗ立活動の指ಋに関する研究 

ࣗด൝ ࠤ ౻  ഹ 平成26ʙ27年

ൃୡোのある子Ͳもの指ಋの･支援の࣮ଶとࠓ
 の在りํに関する研究ޙ
ʵ通ڃにΑる指ಋに関するௐࠪをもとにʵ 

ൃୡ･情ॹ൝ ക ా ਅ 理 平成26ʙ27年

上هのଞ、ઐ研究̖、ઐ研究̗につなげることを指して実ࢪする予උ的、४උ的研究として、
「Ҭのঢ়گに応͡たʰことばの教ࣨʱの活動の実ଶに関する研究」を୯年度で実ࢪします。 

NISE の研究άື
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■ Research Themes
　Research themes for FY2014 are as follows:

Research Themes FY2014 (1) Specialized Research A, Specialized Research B

Category Research Title Research
Unit Research Leader Research

Period

Specialized 
Research A

Medium-term Specifi c Research (Research on an Inclusive 
Education System)
Practical Study on Establishing a Support Regime for 
Developing an Inclusive Education System
—Through the Practices in Schools and Communities in 
Model Projects—

Perspective Unit SASAMORI 
Hiroki

FY
2013-2014

Practical Research on Curriculums at School and Classes 
for Special Needs Education that Contribute to the Future 
Development of Special Needs Education

Promoting Unit NAGANUMA 
Toshio

FY
2014–2015

Medium-term Specifi c Research (Research on Application 
of ICT in Special Needs Education)
Comprehensive Research on the Application of ICT for the 
Education of Children with Disabilities
—The Collection and Organization of Examples of the 
Utilization of Assistive Equipment and Other Teaching 
Materials—

ICT/AT Unit KANAMORI 
Katsuhiro

FY
2014–2015

Specialized 
Research B

Research on Development of  Information Packages that 
Contribute to the Assessment, Establishment of Educational 
Goals and Contents, and Evaluation for Students with 
Severe and Multiple Disabilities 

Multiple 
Disabilities Unit SAITO Yumiko FY

2013–2014

Medium-term Specifi c Research (Research on Application 
of ICT in Special Needs Education)
Research on Appropriate Digital Textbook Formats and 
the Utilization of Digital Textbook Data in the Education of 
Children with Visual Impairments
—Based on Current Conditions and Issues in Japan and 
Surveys of Conditions Abroad—

Visual 
Impairments Unit

TANAKA 
Yoshihiro

FY
2014–2015

Practical Research on the Enhancement of Course 
Instruction and Activities to Promote Independence in 
Education for Children with Hearing Impairments
—A Quest for the Continuity and Sharing of Expertise from 
the Perspective of Teaching Materials Use—

Hearing 
Impairments Unit SHOJI Michiyo FY

2014–2015

Research on Strategies to Promote  Organized and 
Systematic Learning Evaluations in the Education of 
Children with Intellectual Disabilities 
—Through Case Studies in Special Needs Education Schools 
(Intellectual Disabilities)—

Intellectual 
Disabilities Unit OZAKI Yuzo FY

2013–2014

Research on Utilization of the Resource Center Functions 
of Special Needs Education Schools for the Education of 
Students with  Physical/Motor Disabilities at Elementary and 
Junior High Schools
—Taking the Needs of Elementary and Junior High Schools 
into Consideration—

Physical/Motor 
Disabilities Unit TOKUNAGA Akio FY

2014–2015

Research on the Educational Needs of Children with Health 
Impairments and Educational Considerations Refl ecting 
Those Needs
—A Qualitative Assessment of Educational Considerations 
for Children with Chronic Illnesses—

Health 
Impairments Unit KUSAKA Naomi FY

2014–2015

Research on Activities to Promote  Independence of Children 
with Autism Enrolled in Classes for Special Needs Education Autism Unit SATO Hajime FY

2014–2015
Research on the Current Status and Future Form of 
Instructional Settings and Assistance for Children with 
Developmental Disabilities
—A Focus on Surveys of Resource Room-based 
Instruction—

Developmental 
Disabilities 
and Emotional 
Disturbances 
Unit

UMEDA Mari FY
2014–2015

　In addition to research projects listed above, single year project concerning “the current status of activities in ‘language 
classrooms’ which is appropriate for community circumstance” will be carried out as ‘preliminary and preparatory research 
with the aim of applying the outcomes to the Specialized Research A and B’.
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˔ ઐ研究̖ 

தظ特ఆ研究（インΫϧʔシϒ教育シεςϜに関する研究） 

ΠンΫϧʔシϒ教育シεςϜߏஙʹ向͚たऔを支͑るମ੍ͮ͘Γʹؔする࣮ࡍత研究 
ʵϞσϧ事業ʹ͓͚るֶߍҬの࣮ફを௨ͯ͡ʵ 

研 究 ൝�  ࡏりํ൝ 
研究ද者�   ༸थ 
研究୲者�  ٱอࢁ ໜथ（෭ද）、ҏ౻ ༝ඒ、ᴡ౻ ༝ඒ子、ࠤ౻ ഹ、ಙӬ ѥر༤、ੴࡔ 、 

大࡚ ത࢙、Ԭ本 、খᖒ ݡࢸ、༚Ҫ ܙ、ւ ѥر子、খদ ܙ、ᖒా ਅٷ、 
ঙ࢘ ඒઍ、新平 ത、 ହඒ、দݟ थ、࢙و ࢁ、౻本 ༟人 

研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ26 年度 

֓ཁ� 
平成 2� 年 � 月 2� 日中ԝ教育৹ٞձॳ等中等教育科ձより、「ڞੜࣾձのܗ成に向けたインクルー

シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報ࠂ）」がग़されました。本研究では、その༰
をडけ、インクルーシブ教育システム構築に向けた取組をԁに進められるようにするため、教職員・
学ߍやҬ等における教育のઐ性の༰が、それぞれの学ͼので֫ಘ、ൃشされるաఔやこのこと
に関わる学ߍやҬの組৫運営のࡏりํについて、文部科学省のモデル事業等の実践を௨してݕ、౼ݕ
ূする事例研究を行います。 

インクルーシブ教育システム構築に関し、平成 2�ʙ2� 年度に実ࢪした̎つの中ظ特定研究のઌ行研
究においては、教職員・学ߍやҬにおける教育のઐ性が、ܧଓ的に֫ಘ、ൃشされるためには、教
育ҕ員ձにも支えられた学ߍ等における組৫的な取組が必要であり、また、༷々な関係ػ関や人との連
携、協ಇが重要であることが改めて確ೝされています。 

本研究ではこのことを౿まえて、これまでのઌ進的な事例も参ߟにしながら、インクルーシブ教育シ
ステム構築に向けた取組を支える体੍ͮくりに関し、重ࢹす͖取組༰を理します。さらに、理
された༰について、文部科学省のモデル事業等の実践と連携をਤりながら、ূݕ、౼ݕする事例研究
を行います。これらの取組༰を学ߍやҬの事例に関する情報とともにとりまとめ、ൃ৴することで、
今後のインクルーシブ教育システムの構築に向けての学ߍやҬにおける実践に立てることを指し
ます。 

る教育՝͚͓ʹڃ及ͼಛผ支援ֶߍするಛผ支援ֶࢿʹのಛผ支援教育のਐలޙࠓ
ఔʹؔする࣮ࡍత研究 

研 究 ൝�  推進൝ 
研究ද者�  長প ढ़ 
研究୲者�  日Լ ಸॹඒ（෭ද）、ాݪ ެ人、ඌ࡚ ༞ࡾ、খྛ ྙ、ۚ子 ݈、༄ᖒ ѥر子、 

ਆࢁ 努、ѳඒ ٛݡ 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
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● Specialized Research A

Medium-term Specifi c Research (Research on an Inclusive Education System)
Practical Study on Establishing a Support Regime for Developing an Inclusive 
Education System
—Through the Practices in Schools and Communities in Model Projects—

Research Unit: Perspective Unit
Research Leader: SASAMORI Hiroki
Researchers:   KUBOYAMA Shigeki (Sub-leader), ITO Yumi, SAITO Yumiko, SATO Hajime, TOKUNAGA Akio, 

ISHIZAKA Tsutomu, OSAKI Hirofumi, OKAMOTO Kunihiro, OZAWA Michimasa, WAKUI 
Megumi, KAIZU Akiko, KOMATSU Sachie, SAWADA Mayumi, SHOJI Michiyo, NIIHIRA 
Shizuhiro, MAKINO Yasumi, MATSUMI Kazuki, MORIYAMA Takashi, FUJIMOTO Hiroto

Research Period: FY 2013–2014
Abstract
　On July 23, 2012, the Subdivision on Primary and Secondary Education of the Central Council for Education 
released a report titled, “Promoting Special Needs Education for Development of an Inclusive Education 
System Leading to the Creation of Cohesive Society.” Prompted by the fi ndings of that report and in the interest 
of facilitating efforts aimed at developing an inclusive education system, this research utilizes cases studies 
to explore and verify, through practices based chiefl y on Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology (MEXT) model projects, the processes through which the professional education skills of educators, 
schools, and communities are acquired and harnessed within each learning environment as well as the nature of 
organizational administration in the schools and communities involved in these processes.
　Within the context of developing an inclusive education system, two earlier medium-term specifi c research 
projects that were conducted in FY 2011–2012 reconfi rmed the need for systematic school programs that have 
education board support if educators, schools, and communities are to acquire and harness education expertise 
on a continuing basis. Additionally, these studies reaffi rmed the importance of collaboration and cooperation by a 
diversity of relevant institutions and individuals to this end.
　Taking these points into account and drawing from advanced case studies, this research strives to organize the 
content of undertakings that deserve emphasis within the context of constructing structures of support for efforts 
aimed at developing an inclusive education system. Further, case studies for the examination and verifi cation of 
this organized content are performed in coordination with practices based on MEXT model projects and related 
efforts. A goal of this research is to organize and disseminate the details of these undertakings with information 
on school and community case studies and accordingly be of service to school and community practices aimed at 
developing the inclusive education system of the future.

Practical Research on Curriculums at School and Classes for Special Needs 
Education that Contribute to the Future Development of Special Needs Education

Research Unit: Promoting Unit
Research Leader: NAGANUMA Toshio
Researchers:   KUSAKA Naomi (Sub-leader), HARADA Kimihito, OZAKI Yuzo, KOBAYASHI Michiyo, 

KANEKO Takeshi, YANAGISAWA Akiko, KAMIYAMA Tsutomu, ATSUMI Yoshikata
Research Period: FY 2014–2015
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平成 2�ʙ25 年度に実ࢪしたઐ研究̖「特別支援学ߍ及ͼ特別支援学ڃにおける教育課ఔのฤ成と
実ࢪに関する研究」では、શ国ௐࠪの݁Ռ、課題としてࣔされた「ෳ障害छに対応する特別支援学
「立活動とଞྖҬ及ͼ各教科との関連ࣗ」、「同学शڞ及ͼྲྀަ」、「職業教育」、「やίース੍ܕྨ」、「ߍ
の̑についてߟ究しました。また、ซせて̏ݝの特別支援学ڃௐࠪを実ࢪし、ݱঢ়や課題をѲしま
した。 

これらを౿まえ、本研究においては、ظ࣍学श指導要ྖ等の改గをݟਾえ、文部科学省特別支援教育
課とのີな連携により、特別支援学ߍにおける教育課ఔฤ成・実ࢪ・ධՁ及ͼ特別支援学ڃにおける
教育課ఔฤ成・実ࢪ・ධՁに係るݱঢ়と課題を໌らかにします。 

研究のํ法は、これまでのௐࠪ݁Ռを౿まえ、特別支援学ߍ及ͼ特別支援学ڃを対とした࣭ࢴௐ
ࠪと実ௐࠪを実ࢪし、研究協ٞձの開࠵を௨して、ࣗ立活動の指導、教科・科の指導、ΩϟϦΞ教
育など教育課ఔに関するݱঢ়を理し、具体的な課題を໌らかにします。 

研究の成Ռは、今後の特別支援教育の進లのためのݕࡦࢪ౼のࡍ、教育課ఔのج४の改ળに関するج
 。ྉとして活༻されることを指しますࢿૅ

தظ特ఆ研究（特別支援教育における I$5 の活༻に関する研究） 

োの͋るࣇಐੜెのための I$5 活༻ʹؔする૯߹తͳ研究 
ʵֶश্の支援ثػ教ࡐの活༻事ྫのऩूͱཧʵ 

研 究 ൝�  I$5・"5 ൝ 
研究ද者�  ۚ ߒࠀ 
研究୲者�  കా ਅ理（෭ද）、౩ํ 、Ҫ ً、ా中 ྑ、ԣඌ ढ़、 ത文、 

 新୩ ༸հ、ଜ ਸ、ٱ फۄ
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
平成 2�ʙ25 年度に実ࢪした中ظ特定研究「特別支援教育における I$5 の活༻に関する研究」の̎

つのઌ行研究では、中৺的な課題としてデδタル教科ॻ・教材に関する研究と各障害छ別での I$5 を
活༻した教材や指導についての研究を行って͖ました。本研究はこれまでの I$5 研究をൃలさせるた
め、障害छ別の各研究൝の協力をಘながら I$5 活༻についての理を行います。 

また、文部科学省「障害のあるࣇಐੜెの教材のॆ実について（報ࠂ）」（平成 25 年 � 月）において、
「国の特別支援教育のナショナルセンターである国立特別支援教育総合研究所においては（中ུ）I$5
や支援ثػのٕज़的支援を行う֎部ઐՈの活༻に関する事例等について情報提供を行うこと」とड़
られており、本研究のՌたすҙٛは大͖いとߟえています。 

そこで、શ国の特別支援学ߍ及ͼҬを限定したখ・中学ߍ及ͼߴ等学ߍに対して、I$5・"5 ثػ
及ͼ教材のඋঢ়گをௐࠪするとともに、その活༻についての課題を理し、I$5・"5 及ͼ教材ثػ
を活༻した障害छごとの指導の特長的な事例をまとめます。 

本研究の成Ռは、「国立特別支援教育総合研究所支援ثػ等教材普及ଅ進事業」の一として構築・
運営する特別支援教育教材ポータルサイト（Ծশ）にも掲載し、く情報普及をਤる予定です。 
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Abstract
　In FY 2012–2013, a project in specialized research A on the theme, “Research on Curriculum Development and 
Implementation for Schools and Classes for Special Needs Education” closely examined fi ve points that had been 
cited as issues in the fi ndings of a nationwide survey: schools for the special needs education that address multiple 
disabilities categories; classifi cations of curriculums and course systems; vocational education; joint activities and 
learning; and relationship between activities to promote independence and other fi elds and subjects. A survey of 
special needs education classes in three prefectures was also conducted in parallel with that project and identifi ed 
current conditions and challenges in the fi eld.
　With these points in mind and in anticipation of the next round of revisions to national curriculum guidelines, this 
research strives, in close coordination with the MEXT Special Needs Education Division, to shed light on current 
conditions and problems for the development, implementation, and evaluation of curriculums at schools and classes 
for Special needs education.
　As its methodology, it will take into consideration the findings of related surveys performed to date, conduct 
questionnaire surveys and field surveys of schools and classes for special needs educations; through research 
meetings, organize its fi ndings on the current status of instruction in activities to promote independence, course- and 
subject-level instruction, and curriculums for career education; and highlight specifi c issues.
　A goal of this research will be to have the findings utilized as source material relevant to the revision of 
curriculum standards when initiatives for the future development of special needs education are explored.

Medium-term Specifi c Research (Research on Application of ICT in Special Needs Education)
Comprehensive Research on the Application of ICT for the Education of Children with Disabilities
—The Collection and Organization of Examples of the Utilization of Assistive Equipment and Other Teaching Materials—

Research Unit: ICT/AT Unit
Research Leader: KANAMORI Katsuhiro
Researchers:   UMEDA Mari (Sub-leader), MUNEKATA Tetsuya, DOI Kouki, TANAKA Yoshihiro, YOKOO Shun, 

TAKEDOMI Hirofumi, TAMAKI Munehisa, ARAYA Yosuke, NISHIMURA Takahiro
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　In two earlier projects implemented in FY 2011–2013 that had to do with medium-term specifi c research themes 
on the application of information and communication technology (ICT) in special needs education, the central 
issues for attention were the study of digital textbooks and teaching materials and research on teaching materials 
and instructional methods that utilize ICT for the education of children with different types of disabilities. To foster 
fresh advances in ICT research that has been performed to date, this project organizes its fi ndings on the utilization 
of ICT with cooperation from research units focused on specifi c types of disabilities.
　A MEXT report titled “Development of Educational Materials for Students with Disabilities” (August 2013) 
notes that the National Institute of Special Needs Education (NISE) provides information on favorable examples of 
the utilization of outside experts for technical assistance relating to ICT and assistive equipment. In that context, we 
feel that this research project will be of signifi cant value.
　To that end, the project will comprise surveys of the development of ICT/AT equipment and teaching materials 
at special needs education schools nationwide as well as a limited number of elementary, middle, and high schools, 
assemble data on issues pertaining to the utilization of these tools and materials, and prepare a summary of salient 
examples of educational instruction utilizing ICT/AT equipment and teaching materials, by type of disability.
　NISE will develop and manage a Portal Site for Special Needs Education Materials (tentative) as one element of 
its program to promote the widespread acceptance and utilization of assistive equipment and other teaching materials. 
Accordingly, we intend to publish and broadly disseminate the fi ndings of this research project through that site.
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˔ ઐ研究̗ 

ॏɾॏෳোの͋るࢠͲの࣮ଶѲɺ教育ඪɾ༰のઃఆɺ及ͼධՁʹ
 する情報ύッέʔジの։ൃ研究ࢿ

研 究 ൝�  重ෳ൝ 
研究ද者�  ᴡ౻ ༝ඒ子 
研究୲者�  খᖒ ݡࢸ（෭ද）、大࡚ ത࢙ 
研究協力者�  長প ढ़ 
研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ26 年度 

֓ཁ� 
学श指導要ྖでは、ՈఉやҬ、関係ػ関と連携した個別の教育支援ܭըの࡞成が求められています。

また、同ղઆॻでは、個別の指導ܭըについては、実ଶѲ、指導ඪの設定、指導༰やํ法の、
適切なධՁと指導の改ળという 1%$" のաఔがとられる͖ことがࣔされています。平成 2� 年度に実
的なظについて、適切な実ଶѲ・ධՁ、長ࣇした予උ的・४උ的研究では、特に重度・重ෳ障害ࢪ
ඪ設定等に、ଟくの学ݱߍがࠔを͡ײていました。本研究は「ෳࡶでଟ༷なニーズのある子どもの
から、重؍する」というࢪ成し実࡞ըをܭը及ͼ個別の指導ܭ及ͼকདྷを支える個別の教育支援ࡏݱ
度・重ෳ障害ࣇの教育ܭըの࡞成と実践にࢿする情報ύοέーδを࡞成するとともに、学ݱߍでの༗
༻性のূݕを௨͡、その改ળॆ実をਤることを指します。 

情報ύοέーδの߲は予උ的研究において重要性がೝࣝされた事߲をج本にし、国֎の文ݙや実
践的なݟを参ߟにして各߲のίンテンπを࡞成します。また、学ݱߍでの༗༻性のূݕにたっ
ては、研究協力ػ関にࢼ༻をґཔすることをܭըしています。 

本研究の成Ռは、重度・重ෳ障害ࣇが学Ϳ特別支援学ߍ等における、個別の教育支援ܭը、個別の指
導ܭըの࡞成と、それらのܭըにͮجく教育実践のॆ実にࢿすることがظされます。 

தظ特ఆ研究（特別支援教育における I$5 の活༻に関する研究） 

ಐੜెのための教Պॻσジλϧσʔλの活༻及ͼσジλϧ教Պॻのࣇの͋るো֮ࢹ
 ௐࠪを౿·͑ͯʵگのঢ়ࠃ֎ঢ়ͱ՝のཧͱॾݱる͚͓ʹࠃΓ方ʹؔする研究 ʵզ͕ࡏ

研 究 ൝�  ֮ࢹ൝ 
研究ද者�  ా中 ྑ 
研究୲者�  ᖒా ਅٷ（෭ද）、ۚ子 ݈、Ҫ ً、౩ํ 、大 進 
研究協力者�  ۚ ߒࠀ 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
障害の֮ࢹঢ়ではݱ、されていますがظಐੜె༻のデδタル教科ॻ・教材の導ೖと普及がࣇ、ࡏݱ

あるࣇಐੜెのための教科ॻデδタルデータの༗ޮな活༻ํ法やࣈ༻のࣇಐੜె༻デδタル教科ॻ
のࡏりํ（ϋーυΣΞの体ࡋや具උす͖ػ能など）については定まっていません。このようなঢ়گ
を౿まえ、本研究ではᶃઌ進的な取組を行っているॾ֎国のঢ়گをௐࠪし、ݱঢ়と課題を理して我が
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● Specialized Research B

Research on Development of Information Packages that Contribute to 
the Assessment, Establishment of Educational Goals and Contents, and 
Evaluation for Students with Severe and Multiple Disabilities 

Research Unit: Multiple Disabilities Unit
Research Leader: SAITO Yumiko
Researchers: OZAWA Michimasa (Sub-leader), OSAKI Hirofumi
Collaborative Researcher: NAGANUMA Toshio
Research Period: FY 2013–2014
Abstract
　National curriculum guidelines call for the preparation of individualized education support plan in coordination 
with students’ families, communities, and relevant institutions. For individualized teaching plan, the same 
guidelines suggest that the plan-do-check-act (PDCA) cycle be followed: i.e., that actual conditions be ascertained, 
instructional goals defined, instructional content and methods devised, performance properly evaluated, and 
instructional improvements made. An effort in preliminary and preparatory research implemented in FY 2012 
found that many school settings were aware of diffi culty in properly assessing and evaluating actual conditions 
and setting long-term goals especially for the education of students with severe and multiple disabilities. From 
the standpoint of preparing and implementing individualized education support plan and individualized teaching 
plan for the immediate and future support of children with complex and varied needs, this project will endeavor to 
develop information packages that contribute to the development and implementation of education programs for 
children with severe and multiple disabilities and, through verifi cation of their effective utility within the school 
setting, strive for improvements and enhancements to those packages.
　Elements of information package content will chiefl y consist of elements recognized in preliminary research to 
have importance. The content of each element, moreover, will be prepared with attention to domestic and foreign 
research literature and practical knowledge. Additionally, to aid in the verifi cation of effective utility within the 
school setting, collaborating institutions will be asked to conduct trials.
　It is anticipated that the fi ndings of this research will contribute to the development of individualized education 
support plan and individualized teaching plan at schools for special needs education in which children with severe 
and multiple disabilities are enrolled, and to the enhancement of educational practices based on those plans 

Medium-term Specifi c Research (Research on Application of ICT in Special Needs Education)
Research on Appropriate Digital Textbook Formats and the Utilization of 
Digital Textbook Data in the Education of Children with Visual Impairments
—Based on Current Conditions and Issues in Japan and Surveys of Conditions Abroad—

Research Unit: Visual Impairments Unit
Research Leader: TANAKA Yoshihiro
Researchers: SAWADA Mayumi (Sub-leader), KANEKO Takeshi, DOI Kouki, MUNEKATA Tetsuya, OOUCHI Susumu
Collaborative Researcher: KANAMORI Katsuhiro
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　It is currently anticipated that digital textbooks and instructional materials for children will be introduced and 
come into widespread use. However, no decisions have been made with regard to effective methods for the utilization 
of digital data in textbooks for children with visual impairments or the formats of digital textbooks (e.g., hardware 
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国におけるࡏりํを提Ҋするとともに、ᶄࣈ༻のࣇಐੜె༻デδタル教科ॻのࡏりํを提Ҋします。 
研究のํ法として、ᶃについてはઌ進的な国々（ถ国、ؖ国等）に関しݱௐࠪや 8FC、文ݙ等に

より関連する情報をऩूし、ݱঢ়と課題について理します。また、ᶄについては、特別支援学ࢹ）ߍ
֮障害）の教員や༗ࣝ者による研究協ٞձを௨͡て、ࣈ༻のࣇಐੜె༻デδタル教科ॻのࡏりํ

（ϋーυΣΞの体ࡋや具උす͖ػ能など）について取りまとめます。 
上هのݱঢ়と課題の理は、今後の我が国の֮ࢹ障害のあるࣇಐੜెのための教科ॻデδタルデータ

の適切な理や運༻、また、ࣈ༻のࣇಐੜె༻デδタル教科ॻの開ൃと活༻に立つものとߟえて
います。 

ௌ֮ো教育ʹ͓͚る教Պࢦಋ及ͼཱࣗ活動のॆ࣮ʹؔする࣮ફత研究 
ʵ教ࡐ活༻のࢹ͔Βઐ性のܧঝͱڞ༗をͯ͠ࢦʵ 

研 究 ൝�  ௌ֮൝ 
研究ද者�  ঙ࢘ ඒઍ 
研究୲者�  ాݪ ެ人（෭ද）、౻本 ༟人 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
NISE が実ࢪしたશ国の特別支援学ߍ（ௌ֮障害）における教材のอ༗及ͼ活༻に関するݱঢ়ௐࠪの

݁Ռ、ଟくの教材がอ༗、ࣗ࡞されていることがࣔされました。このため、ௌ֮障害ࣇの教科指導等に
係るઐ性としてܧঝ・ڞ༗される͖ものの一つとして、教材とその活༻のࡏりํを໌らかにしてい
くこととしました。 

本研究では、特別支援学ߍ（ௌ֮障害）ߍにご協力いた͖ͩ、国ޠ科、ࢉ・学科、ࣗ立活動の
研究त業を実ࢪします。また、大学教員等の研究協力者をަえた研究協ٞձの開࠵や研究協力ػ関๚
を௨して、教科ຢはࣗ立活動のඪをୡ成するための教材のબと活༻についてݕ౼することを的と
します。 

本研究でಘられたݟは、特別支援学ߍ（ௌ֮障害）にཹまらͣ、ௌ֮障害ࣇが学Ϳখ学ߍ等での教
科指導上の配慮事߲、ࣗ立活動や教科のิॆ指導等の参ߟにࢿすることがظされます。 

తো教育ʹ͓͚る৫తɾମܥతͳֶशධՁのਪਐをଅす方ࡦʹؔする研究 
ʵಛผ支援ֶߍ（తো）の࣮ફ事ྫを౿·͑たݕ౼を௨ͯ͡ʵ 

研 究 ൝�  的൝ 
研究ද者�  ඌ࡚ ༞ࡾ 
研究୲者�  দݟ थ（෭ද）、༚Ҫ ܙ（෭ද）、 ത文、ਆࢁ 努、ԣඌ ढ़ 
研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ26 年度 

֓ཁ� 
学शධՁは、ࣇಐੜెの学शঢ়گをѲし、その݁Ռを教育活動のॆ実にੜかすために行うものです。

的障害教育では、個別に設定した指導ඪや༰にͮجいて指導が行われていますが、そこでは、
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designs, features, and functions) for children that read braille. Given that state of affairs, this research project will 
(1) conduct a study of conditions in other countries where advanced undertakings are already under way and provide 
recommendations for action in Japan, and (2) propose formats for digital textbooks aimed at children that read braille.
　The research methodology for (1) will comprise the collection and organization of information on current 
conditions and issues on the basis of field surveys in leading industrial nations (the US, South Korea, etc.), web 
searches, and reviews of relevant literature. For (2), information and ideas pertaining to formats for digital textbooks 
(e.g., hardware designs, features, and functions) aimed at children that read braille will be assembled through research 
meetings with experts and teachers at schools for special needs education (for children with visual impairments).
　The aforementioned compilation of information on current conditions and issues will conceivably contribute to the 
proper management and application of digital textbook data for children in Japan with visual impairments as well as 
the development and utilization of digital texts for children that read braille.

Practical Research on the Enhancement of Course Instruction and Activities to 
Promote Independence in Education for Children with Hearing Impairments
—A Quest for the Continuity and Sharing of Expertise from the Perspective of Teaching Materials Use—

Research Unit: Hearing Impairments Unit
Research Leader: SHOJI Michiyo
Researchers: HARADA Kimihito (Sub-leader), FUJIMOTO Hiroto
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　The fi ndings of NISE’s nationwide survey of conditions pertaining to the retention and use of instructional materials 
at special needs education schools (hearing impairments) found that in many cases, such institutions prepared and 
retained such materials on their own. Accordingly, as expertise on curriculum instructional methods for children with 
hearing impairments should be carried on and shared, we decided to shed light on these materials and how they are used.
　For this research project, we intend to implement demonstration lessons in Japanese language, arithmetic and 
mathematics, and the study of activities to promote independence, with assistance from cooperating schools for the 
deaf. Through research meetings with the participation of university professors and other research collaborators and 
visits to collaborating research institutions, we will explore the selection and utilization of instructional materials that 
facilitate achievement of the goals of course curriculums and activities for the promotion of independence.
　It is anticipated that the knowledge obtained through this research will be a useful addition to the reference literature 
for course instruction-related considerations, activities to promote independence, and supplemental course instruction 
not only at schools for the deaf but at elementary schools in which children with hearing impairments are enrolled.

Research on Strategies to Promote Organized and Systematic Learning 
Evaluations in the Education of Children with Intellectual Disabilities 
—Through Case Studies in Special Needs Education Schools (Intellectual Disabilities)—

Research Unit: Intellectual Disabilities Unit
Research Leader: OZAKI Yuzo
Researchers:   MATSUMI Kazuki (Sub-leader), WAKUI Megumi (Sub-leader), TAKEDOMI Hirofumi, KAMIYAMA 

Tsutomu, YOKOO Shun
Research Period: FY 2013–2014
Abstract
　Learning evaluations are performed to assess learning conditions for children and harness the fi ndings to improve 
and expand educational activities. In the fi eld of education for students with intellectual disabilities, instruction is based 
on personalized instructional goals and content. In that context, improving the validity of defi ned instructional goals 
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ඪ設定や指導༰・ํ法のଥ性をߴめることが課題となっており、この課題ղܾにたっては、学श
ධՁが大͖なҙຯをもって͖ます。予උ的・४උ的研究として平成 2� 年度に行ったௐࠪでは、ධՁの
ڞ法をํ、ظ࣌を定めたり、ධՁの؍௨のڞ、がある一ํでߍを定めて学शධՁを行っている学؍
༗Խしたりするなどの組৫的な取組には必ͣしもなっていないことがかりました。また、個々のঢ়گ
をみると、त業ごとや、一つの୯ݩごとに学शධՁは行われていますが、相ޓの関連けや、年ؒ指導
 。く総ׅ的な学शධՁとの݁ͼ͖が໌確になっていないもӐわれましたͮجըにܭ

こうしたを౿まえ、本研究では、的障害教育における組৫的・体ܥ的な学शධՁの推進をଅすํ
 。を行います౼ݕについてࡦ

研究のํ法としては、特別支援学ߍ（的障害）を対に、平成 2� 年度ௐࠪの݁Ռも౿まえながら、
学शධՁに関する研究の実ࢪঢ়گ、組৫的な学शධՁの取組ঢ়گに関する࣭ࢴௐࠪを改めて実ࢪし、
学ߍが必要としている学शධՁの実ํࢪ法や活༻等のࡏりํについて໌らかにします。さらに、研究協
力ػ関においてධՁの؍やධՁํ法の、学शධՁの 1%$" サイクルについてのฉ͖取りを行う
とともに、実践研究を実ࢪし、それらをجに、組৫的・体ܥ的な学शධՁを進める上で参ߟとなる、ධ
Ձखଓ͖の໌確Խ、ڞ༗ԽにたってのߟえํやධՁ実ࢪ上のཹҙといった事߲を、事例とซせて提
ࣔすることを指します。 

研究の成Ռとしては、特別支援学ߍ（的障害）や的障害特別支援学ڃにおいて組৫的・体ܥ的な
学शධՁを進めるための上هのような情報が提供されることで、ඪ設定や指導༰・ํ法のଥ性が
 。されますظまり、教育活動のॆ実がਤられることがߴ

খɾதֶࡏʹߍ੶するࢶମෆࣗ༝ࣇのࢦಋのためのಛผ支援ֶߍのηンλʔతػの
活༻ʹؔする研究 ʵখɾதֶߍଆのχʔζを౿·͑ͯʵ 

研 究 ൝�  ࢶ体ෆࣗ༝൝ 
研究ද者�  ಙӬ ѥر༤ 
研究୲者�  新୩ ༸հ（෭ද）、長প ढ़、ۚ ߒࠀ 
研究協力者�  ᴡ౻ ༝ඒ子 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進において、特別支援学ߍのセンター的

・にൺ、খ౼ݕଆからのߍ能については、特別支援学ػされています。センター的ظ能の活༻がػ
中学ߍଆからのݕ౼はܾしてेとはいえͣ、また特別支援学ߍ（ࢶ体ෆࣗ༝）のセンター的ػ能によ
るҬݙߩが、ଞ障害にൺてेでないとする報ࠂもݟられます。そこで、本研究においてはখ・中
学ߍにࡏ੶するࢶ体ෆࣗ༝ࣇの適切な指導のため、֘ࣇಐੜెがࡏ੶する௨ৗの学ڃຢは特別支援
学ڃの୲によるセンター的ػ能の活༻にযをて、খ・中学ߍଆの活༻及ͼ特別支援学ߍଆの支援
のࡏりํについて໌らかにし、ซせてάουϓϥクテΟスのհや今後のํ向性の提Ҋを行います。 

本研究では、࣍の̐つのํ法で研究に取り組みます。 
1）文ݙ研究、2）ௐࠪ研究（ࢶ体ෆࣗ༝特別支援学ڃの指導やセンター的ػ能活༻ঢ়گ等に関する

ࣩօௐࠪ、௨ৗの学ڃもؚめたখ・中学ࡏߍ੶ࢶ体ෆࣗ༝ࣇの学शঢ়گ等に関するநग़ௐࠪ等）、�）
（�、等を対とした実ௐࠪߍを支援する特別支援学ߍ及ͼ֘ߍ੶するখ・中学ࡏがࣇ体ෆࣗ༝ࢶ
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and content or methods will be a challenge. In striving to fi nd solutions to this challenge, learning evaluations will 
demonstrate major value. As an undertaking in preliminary and preparatory research, a survey performed in FY 2012 
found that although some schools perform learning evaluations with defi ned evaluation perspectives, those evaluations 
are not always based on standardized perspectives, schedules, methods, or other elements of an organized or systematic 
approach. Moreover, a closer look at conditions at individual schools reveals that although learning evaluations are 
typically conducted on a class-by-class or course-unit basis, such approaches are not clearly interlinked and do not 
display any clear linkages with summative learning evaluations that are based on annual instructional programs. 
　Given these points, this research will explore strategies for the promotion of organized and systematic learning 
evaluations in special needs education for children with intellectual disabilities.
　The research methodology will comprise a fresh questionnaire survey of special needs education schools 
(intellectual disabilities) with attention to the FY 2012 survey fi ndings. This new survey will seek information on 
the status of research on learning evaluations and efforts to implement systematic learning evaluations. Further, it 
will shed light on the learning evaluation implementation methods and utilization approaches that schools need. 
Additionally, we intend to seek the views of collaborating institutions on evaluation perspectives, creative evaluation 
approaches, and the plan-do-check-act (PDCA) cycle of learning evaluation as well as implement practical research. 
Based on these efforts, we will present perspectives useful to the promotion of organized and systematic learning 
evaluations such as clarifi cation of evaluation procedures, approaches for their commoditizing, as well as points to 
keep in mind at the evaluation implementation stage, together with actual cases.
　As an outcome of this research, it is anticipated that the provision of information as described above for the 
promotion of organized and systematic learning evaluations in schools and classes for special needs education 
for children with intellectual disabilities will help improve the appropriateness of defined instructional goals, 
instructional content, and instructional methods and expand or enhance education-related activities.

Research on Utilization of the Resource Center Functions of Special Needs 
Education Schools for the Education of Students with Physical/Motor Disabilities 
at Elementary and Junior High Schools 
—Taking the Needs of Elementary and Junior High Schools into Consideration—

Research Unit: Physical/Motor Disabilities Unit
Research Leader: TOKUNAGA Akio
Researchers: ARAYA Yosuke (Sub-leader), NAGANUMA Toshio, KANAMORI Katsuhiro
Collaborative Researcher: SAITO Yumiko
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　In the context of promoting special needs education for developing an inclusive education system,  utilization of 
the resource center functions of special needs education schools is expected to play an important role. Compared to 
special needs education schools, elementary and junior high schools have not devoted nearly enough study to center 
functions. A report, moreover, indicate that community contributions attributable to the resource center functions 
of special needs education schools for children with physical or motor disabilities have not been as extensive as 
the contributions attributable to schools enrolled children with other disabilities. Accordingly, for the purpose of 
providing suitable guidance to children with physical or motor disabilities enrolled in elementary and junior high 
schools, this research will focus on the utilization of resource center functions by teachers in charge of regular or 
special needs classes in which such children are enrolled, shed light on approaches to utilization by elementary and 
junior high schools and support from special needs schools, present cases of good practices, and provide proposals 
for future orientations.
　This research project will apply the following four approaches to study: (1) reviews of relevant literature; (2) surveys 

28National Institute of Special Needs Education, Japan

Research Activities



ւ֎の関連した取組のݕ౼ 
本研究でಘられる成Ռは、ࢶ体ෆࣗ༝ࣇがࡏ੶するখ・中学ߍ及ͼ特別支援学ߍ（ࢶ体ෆࣗ༝）の教

職員による実践の改ળॆ実、及ͼ設ஔ者等によるࡦࢪ推進の参ࢿߟྉとされることがظされます。 

පऑɾମڏऑ教育ʹ͓͚る教育తχʔζͱͦΕʹԠ͡た教育తྀʹؔする研究 
ʵຫ性࣬ױの͋るࣇಐੜెの教育తྀʹؔする࣭తੳ͔Βʵ 

研 究 ൝�  පऑ൝ 
研究ද者�  日Լ ಸॹඒ 
研究୲者�  ࢙و ࢁ（෭ද）、新平 ത 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
ۙ年、ҩ学やҩྍの進าにい、ຫ性࣬ױをもつࣇಐੜెの教育ڥは大͖くมԽし、特別支援学ߍ

（පऑ）にࡏ੶するࣇಐੜెの実ଶもଟ༷Խするͩけでなく、特別支援学ڃ、௨ৗの学ڃで学Ϳࣇಐੜ
ెも૿えています。今後、インクルーシブ教育システムの構築を進める上では、連ଓ性のあるଟ༷な学
ͼの（௨ৗの学ڃ、௨ڃによる指導、特別支援学ڃ、特別支援学ߍ）における教育ڥのඋや「合
理的配慮」のॆ実等が求められます。 

そこで、本研究では、පऑ・体ڏऑのࣇಐੜెの教育的ニーズを改めて理し、それに応͡た教育
的配慮について໌確にすることを的とします。平成 26 年度は、特別支援学ߍ（පऑ）等の๚ௐ
ࠪによる情報ऩूを行い、平成 2� 年度は、๚ௐࠪをܧଓしながら、ಘられた情報の理・ੳを行
います。また、本研究の成Ռは、ύンϑϨοト「පؾの子どもの教育的ニーズと教育的配慮（Ծ題）」
としてまとめ、学ݱߍでの指導や教育ҕ員ձ等が実ࢪする研修ձで活༻で͖ることを指します。 

ಛผ支援ֶࡏʹڃ੶するࣗดの͋るࣇಐੜెのཱࣗ活動のࢦಋʹؔする研究

研 究 ൝�  ࣗด൝ 
研究ද者�  ࠤ౻ ഹ 
研究୲者�  ༄ᖒ ѥر子（෭ද）、Ԭ本 、ੴࡔ  
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
ࣗด・情ॹ障害特別支援学ڃにࡏ੶するࣗดのあるࣇಐੜెにおいては、֘学年の教科の学श

が可能であっても、ࣗดの障害特性やೝ特性によってもたらされるࠔ性から௨ৗの学ڃでの学श
がしい合があり、൴らのࣗ立活動の指導の重要性が指ఠされています。ଞํ、的障害特別支援
学ڃにࡏ੶するࣗดのあるࣇಐੜెにおいては、各教科等とࣗ立活動の関係がෆ໌確であり、その
理が求められています。 

本研究では、的障害特別支援学ڃ及ͼࣗด・情ॹ障害特別支援学ڃ（ҎԼ、特別支援学ڃとهす）
にࡏ੶するࣗดのあるࣇಐੜెのࣗ立活動の指導の実ଶと課題を໌らかにし、その指導のҙٛとޮՌ
についてݕ౼することを的とします。具体的には、まͣ特別支援学ڃにࡏ੶する、ࣗดのあるࣇಐ
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(e.g., full surveys of instructional practices at special needs education classes for children with physical or motor 
disabilities and the utilization of center functions ; sampling surveys of learning conditions for children with physical 
or motor disabilities enrolled in elementary and junior high schools, including conditions in regular classes); (3) fi eld 
surveys aimed at elementary and junior high schools in which children with physical or motor disabilities are enrolled, as 
well as special needs schools that provide support  to these schools; and (4) the study of relevant undertakings abroad.
　It is anticipated that the fi ndings of this research project will help enrich and improve practices by teaching staff 
at elementary and junior high schools at which children with physical or motor disabilities are enrolled as well as at 
special needs education schools for children with such disabilities, and serve as a useful reference resource for the 
promotion of initiatives by entities which established these schools.

Research on the Educational Needs of Children with Health Impairments and 
Educational Considerations Refl ecting Those Needs
—A Qualitative Assessment of Educational Considerations for Children with Chronic Illnesses—

Research Unit: Health Impairments Unit
Research Leader: KUSAKA Naomi
Researchers: MORIYAMA Takashi (Sub-leader), NIIHIRA Shizuhiro
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　Advances in medicine and healthcare in recent years have been accompanied by huge changes in the educational 
environment for children with chronic illnesses. Not only has the condition become increasingly diversifi ed for children 
with health impairments at special needs schools, but the number of such children enrolled in special needs classes or 
regular classes has also been climbing. Fostering the development of an inclusive education system in the years ahead 
will require developing educational environments in diversified settings marked by educational continuity (regular 
classes, resource room-based instruction, classes for special needs education, and schools for special needs education) 
as well as expanding the range of “reasonable accommodation” made for children with health impairments.
　To that end, this research aims to reclassify the educational needs of children with health impairments and shed 
light on educational considerations that reflect those needs. In FY 2014, data for this research will be gathered 
through field surveys of special needs schools (for children with health impairments). In FY 2015, these field 
surveys will be continued and the data so obtained will be organized and analyzed. The fi ndings of this research will 
be assembled in a pamphlet Educational Accommodation and Needs for Sick Children (tentative), and published for 
use by instructors in school settings and workshops held by education boards and other organizations.

Research on Activities to Promote Independence of Children with Autism 
Enrolled in Classes for Special Needs Education

Research Unit: Autism Unit
Research Leader: SATO Hajime
Researchers: YANAGISAWA Akiko (Sub-leader), OKAMOTO Kunihiro, ISHIZAKA Tsutomu
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　Even if children with autism enrolled in special needs education classes for children with autism/emotional 
disturbances are capable of learning the subject matter taught to children in the same school grade, in some cases they 
may face learning diffi culties in regular classes due to problems stemming from the characteristics of their disorders or 
cognitive. The importance of providing children with autism with activities to promote independence has been noted. 
On the other, the correlations between instruction of subject and activities to promote independence remain unclear in 
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ੜెのࣗ立活動の指導の実ଶとその課題を理したうえで、࣍年度に特別支援学ڃ୲者を対にΞン
έートௐࠪ（நग़ௐࠪ）を行います。Ճえて、研究協力ػ関の実践を௨して、ࣗดのあるࣇಐੜె
のࣗ立活動の指導のҙٛとޮՌをݕ౼します。 

本研究では、特別支援学ڃ୲者が、ࣗดのあるࣇಐੜెのࣗ立活動のҙٛと指導のࡏりํにつ
いて理ղをਂめることがظされます。また、特別支援学ڃにࡏ੶するࣗดのあるࣇಐੜెのࣗ立活
動の指導のॆ実につながることもظされます。 

ൃ達োの͋るࢠͲのࢦಋのɾ支援の࣮ଶͱޙࠓのࡏΓ方ʹؔする研究 
ʵ௨ڃʹΑるࢦಋʹؔするௐࠪをͱʹʵ

研 究 ൝�  ൃୡ・情ॹ൝ 
研究ද者�  കా ਅ理 
研究୲者�  ҏ౻ ༝ඒ（෭ද）、 ༸थ、খদ ܙ、ւ ѥر子、ۄ फٱ、ଜ ਸ、 

ѳඒ ٛݡ 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
文部科学省から平成 2� 年 12 月にެදされたௐࠪ݁Ռによれば、௨ৗの学ڃにࡏ੶するൃୡ障害の

可能性のあるࣇಐੜెのׂ合は 6�5ˋとなっています。各学ߍ、Ҭにおいては、༷々なܗଶやํ法に
より指導をしているݱঢ়にあります。 

本研究では、ൃୡ障害のある子どもが学ݱߍにおいて、どのようなでどのような支援をडけてい
るのかについてશ国نの実ଶௐࠪを行い、その݁Ռをجに༗ޮな指導のࡏりํについてݕ౼すること
を的とします。̍年࣍にはશ国のࢢொଜ教育ҕ員ձを対に、ൃୡ障害のあるࣇಐੜెの指導の、
指導のܗଶ等の支援の実ଶについて࣭ࢴௐࠪを行います。そこで໌らかになった課題をもとに、̎年
ったฉ͖取りௐࠪを行ߜりํについて、Ҭをࡏಐੜెに༗ޮな指導の等のࣇにはൃୡ障害のある࣍
います。これらのௐࠪの݁Ռから、ൃୡ障害のある子どもにとってのޮՌ的な指導のࡏりํについて、
特に௨ڃによる指導等にযをててࡦࢪの提ݴを行いたいとߟえています。 

NISE の研究άື  

NISE ΣϒαΠτ � 研究հ 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18.html 

NISE ΣϒαΠτ � ઐ研究̖ 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18,105.html 

NISE ΣϒαΠτ � ઐ研究̗ 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18,106.html 

NISE ΣϒαΠτ � ༧උతɺ४උత研究 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18,108.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 
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classes for special needs education for children with intellectual disabilities. It is necessary to marshal them.
　This research will strive to elucidate status and issues for activities to promote independence of children with 
autism enrolled in classes for special needs education and explore the significance and effectiveness of it. First, 
information on the status and issues for activities to promote independence in classes for special needs education 
will be collected and organized. Next, questionnaire surveys (sampling surveys) aimed at teachers in charge of 
classes for special needs education will be performed. Additionally, the signifi cance and effectiveness of activities to 
promote independence for children with autism will be explored through practices applied by collaborating research 
institutions.
　It is anticipated that this research will enable teachers in charge of class for special needs education to gain a 
deeper understanding of the signifi cance and essentials of activities to promote independence for children with 
autism, and lead to the enrichment of it.

Research on the Current Status and Future Form of Instructional Settings 
and Assistance for Children with Developmental Disabilities
—A Focus on Surveys of Special Support Service in Resource Rooms—

Research Unit: Developmental Disabilities and Emotional Disturbances Unit
Research Leader: UMEDA Mari
Researchers:   ITO Yumi (Sub-leader), SASAMORI Hiroki, KOMATSU Sachie, KAIZU Akiko, TAMAKI 

Munehisa, NISHIMURA Takahiro, ATSUMI Yoshikata
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　According to survey fi ndings released by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
(MEXT) in December 2012, 6.5 percent of all children enrolled in regular school classes are thought to have 
developmental disabilities (DD). At present, schools and local education agencies (LEAs) are improvising their 
own instructional approaches for the children with DD based on a variety of settings and methodologies. 
　The goal of this research is to probe the effective ways to educate the students with DD based on the results 
of survey planed as follows. This questionnaire survey will be carried out nation-wide to investigate the actual 
conditions of school settings and ways of teaching for the students with DD. The questionnaires will be send to all 
boards of education of municipalities in Japan and asked about settings, ways of teaching and additional service. 
Based on the issues elucidated by a survey in the fi rst year of this study, inquiring survey will be conducted to the 
selected boards of education of municipalities to investigate detailed feature of effective education and additional 
service for students with DD in the second year of this study. The results extracted from integral analysis of these 
surveys will unveil the ideal model of education and additional service for students with DD, and policy-oriented 
recommendations will be done focusing on special support service in resource rooms.
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 ಉ研究ڞ ˔

平成 26 年研究՝Ұཡ 	2
 ಉ研究ڞ

研究՝໊ ڞಉ研究機関 研究ද者 研究ؒظ 

̙̏ܗஔにΑる֮ࢹো教育༻立ମ教ࡐのධՁに
関する࣮ࡍత研究 

ઍ༿業େֶ େ 内  ਐ 平成25ʙ26年

࡞内৮案内ਤのߍಐੜెのͨΊのࣇのあるো֮ࢹ
成とධՁ 

ૣҴాେֶ  Ҫ  ً 平成25ʙ27年

特別支援教育における支援機ث活༻ωッτϫʔΫߏங
に関する研究 ʵߴઐֶߍとの連携にΑる支援ω
ッτϫʔΫのߏஙʵ 

独立行政法人 
国立ߴઐֶߍ機ߏ 

ઋߴઐֶߍ 

ۚ  ߒ ࠀ 平成25ʙ27年

খ͕ࣇΜڌපӃをத৺としͨӃ内ֶڃの࣮ௐࠪと
՝ੳ 

独立行政法人 
国立成育ҩྍ研究センλʔ 

৽ 平  ത 平成26ʙ27年

̙̏ܗஔʹΑる֮ࢹো教育༻ཱମ教ࡐのධՁʹؔする࣮ࡍత研究 

 業大学ಉ研究機関�  ઍ༿ڞ
研 究  ද 者�  大 進 
研 究  ୲ 者�  ۚ子 ݈（෭ද） 
研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ26 年度 

֓ཁ� 
ஔの開ൃが進み、खܗݩ࣍̏ܕ障害教育では、立体教材の活༻が大ม重要です。ۙ年、普及֮ࢹ

ܰに立体がܗで͖るڥがいつつあり、֮ࢹ障害教育の学ݱߍでも、その導ೖがࡧされ࢝め
ています。これにより、これまで具ݱԽすることがࠔであった立体教材を؆ศにࣗ࡞することが可能
となり、また、一人一人のࣇಐੜెのニーズ等に応͡てΧスタϚイズすることもで͖るようになります。
こうした利ศ性から今後ஔの導ೖが進んでいくものと予されます。こうしたஔが活༻されること
はましいことですが、ଞํ、৮֮活༻をલ提とした教材という؍からは、৮֮特性に応͡たे
な配慮やがなされていく必要があります。 

本研究は、普及ݩ࣍̏ܕܗஔでܗした教材について、そのܗঢ়や大͖さ、࣭ײ、材࣭などの؍
から৮֮によるೝ特性をධՁすることにより、教材をܗするࡍにߟ慮す͖やがまれる
を具体的に提Ҋすることを的として実ࢪします。これらの研究成Ռをもとにして、֮ࢹ障害教育に
携わる教員向けにݩ࣍̏༺ܗデータの࡞に関するϚニϡΞルを࡞成し、学ݱߍにد༩することも
指しています。 
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● Collaborative Researches
Research Themes FY2014 (2) Collaborative Researches

Research Titles Collaborating Institution Research 
Leader

Research 
Period

Practical Research on the Evaluation of Three-
Dimensional Teaching Materials Fabricated with 3-D 
Printers for the Education of Children with Visual 
Impairments

Chiba Institute of Technology OOUCHI 
Susumu

FY
2013–2014

Preparation and Evaluation of In-School Tactile Guide 
Maps for Children with Visual Impairments Waseda University DOI 

Kouki
FY
2013–2015

Research on the Development of Networks for 
Assistive Equipment Use in Special Needs Education
—Development of Assistive Networks in Collaboration 
with Technical Colleges—

Institute of National Colleges 
of Technology, Japan; 
Sendai National College of 
Technology

KANAMORI 
Katsuhiro

FY
2013–2015

A Field Survey of Hospital Schools at Pediatric Cancer 
Centers with an Analysis of Related Issues

National Center for Child 
Health and Development

NIIHIRA 
Shizuhiro

FY
2014–2015

Practical Research on the Evaluation of Three-Dimensional Teaching 
Materials Fabricated with 3-D Printers for the Education of Children with 
Visual Impairments

Collaborating Institution: Chiba Institute of Technology
Research Leader: OOUCHI Susumu
Researchers: KANEKO Takeshi (Sub-leader)
Research Period: FY 2013–2014
Abstract
　In the field of special needs education for children with visual impairments, the utilization of three-
dimensional teaching materials is especially important. With advances in the development of entry-level 3-D 
printers in recent years, the setting for the ready creation of 3-D objects is in the process of materializing and 
schools that provide special needs education to children with visual impairments have begun to explore the 
idea of installing such equipment. The adoption of 3-D printers will enable schools to conveniently create 3-D 
teaching materials that were hitherto difficult to produce. Furthermore, they will allow for the customization 
of such materials in response to the needs of individual children. These benefi ts have led to predictions that the 
adoption of such equipment will move forward and spread in the years ahead. Although the utilization of such 
devices is a welcome trend, from the perspective of designing teaching materials that rely on the sense of touch, 
the properties of tactile perception will demand adequate levels of consideration and resourcefulness.

　This research project will be implemented with the objective of harnessing evaluations of cognitive features 
based on shape, size, texture, material quality, and other aspects of the sense of touch and, on that basis, 
proposing areas that deserve attention and resourcefulness when producing 3-D teaching materials. For teachers 
engaged in special needs education for children with visual impairments, we intend to draw from the fi ndings of 
these research undertakings and prepare a set of guidelines on the generation of digital data for the production of 
3-D objects and accordingly contribute to improvements in the school setting.
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 成ͱධՁ࡞৮Ҋਤのߍಐੜెのためのࣇの͋るো֮ࢹ
 ಉ研究機関�  ૣҴా大学ڞ
研 究  ද 者�  Ҫ ً 
研 究  ୲ 者�  ଜ ਸ（෭ද）、ۚ ߒࠀ、ా中 ྑ、ᖒా ਅٷ 
研 究 協 力 者�  ۚ子 ݈、大 進 
研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
特別支援学ߍ（֮ࢹ障害）等に௨う֮ࢹ障害のあるࣇಐੜెのために、ߍࢪ設やࣷߍの教ࣨ等の

配ஔをѲ可能となるߍ৮Ҋਤが求められています。一ํで、৮Ҋਤをなく৮で͖るよ
うになるためにはଟくの年月を要するため、৮֮Ҏ֎にもԻ情報をՃした情報อ障が求められてい
ます。 

本研究では、特別支援学ߍ（֮ࢹ障害）等に௨う֮ࢹ障害のあるࣇಐੜెがߍࢪ設やࣷߍの教ࣨ
等の配ஔをѲ可能となるԻಡみ上げػ能͖のߍ৮Ҋਤ（࡞ࢼ൛）を࡞成し、ײ༺をධՁ
することを的としています。 

さらに、学ݱߍに導ೖされているطଘの৮ਤ࡞成ػでも同༷のߍ৮Ҋਤが࡞成可能かどう
かをূݕし、教育ݱでの教材࡞成の実ݱ可能性についてもධՁします。 

本研究を௨͡て、上ड़のようなߍ৮Ҋਤが教育ݱで活༻可能になると、কདྷ的には֮ࢹ障害
のあるࣇಐੜెが҆શかつࣗൃ的にߍやࣷߍをҠ動で͖ることを指した活動とܨがることがظ
されます。 

ಛผ支援教育ʹ͓͚る支援ثػ活༻ωッτϫʔΫߏஙʹؔする研究 
ʵߴઐֶߍͱの࿈ܞʹΑる支援ωッτϫʔΫのߏஙʵ 

 ߍ等ઐ学ߴ構ઋػߍ等ઐ学ߴಉ研究機関�  独立行政法人国立ڞ
研 究  ද 者�  ۚ ߒࠀ 
研 究  ୲ 者�  Ҫ ً（෭ද）、新୩ ༸հ、ଜ ਸ 
研 究 ظ ؒ�  平成 25ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
特別支援学ߍを中৺として、શ国各での支援ثػ活༻に関する実践的な研究ががって͖ています。

また、大学、ߴ等ઐ学、ߍ業ߴ等学ߍなどの教育ػ関と特別支援学ߍが連携して行う支援ثػの開
ൃや学ߍの支援は、これまで個別に行われて͖ました。これらの研究や取組の一のଅ進をਤるため、
 。やシステムの構築が求められています౼ݕをਤる上での課題のの開ൃや支援についての情報ަثػ

そこで本研究では、「શ国 ,0SEN ࢱ情報教育ωοトϫーク」と連携しつつ、શ国での特別支援教
育における教材・支援ثػのセンター的ػ能として、教材開ൃのための連携システムを構築し、特別支
援教育ଆからݟた課題を໌らかにします。 

また、本研究を行いながら、ߴ等ઐ学ߍと連携した新たな教材࡞成のためのシステム࡞りを行いま
す。 

NISE の研究άື  
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 Preparation and Evaluation of In-School Tactile Guide Maps for Children 
with Visual Impairments

Collaborating Institution: Waseda University
Research Leader: DOI Kouki
Researchers:   NISHIMURA Takahiro (sub-leader), KANAMORI Katsuhiro, TANAKA Yoshihiro, SAWADA Mayumi
Collaborative Researcher: KANEKO Takeshi, OOUCHI Susumu
Research Period: FY 2013–2015
Abstract
　Children with visual impairments who attend special needs education schools have a need for tactile guide 
maps that enable them to locate classrooms on school grounds or inside school buildings. However, given that it 
takes students years to develop the ability to readily understand such maps using their sense of touch, information 
support that adds verbal information is also needed. 
　The purpose of this research project will be to develop—and evaluate the usability of—prototype versions of 
indoor tactile guide maps equipped with text-to-speech functions that enable visually impaired students at special 
needs education schools to fi nd classrooms and other facilities on school grounds or within school buildings. 
　Furthermore, we plan to verify whether similar indoor tactile guide maps can be produced with existing tactile 
map-producing equipment that has already been introduced into school systems. We will then evaluate the 
feasibility of producing instructional materials within the educational setting. 
　If this research demonstrates that such indoor tactile guide maps can be utilized effectively within educational 
settings, that fi nding can be expected to lead to future activities designed to enable the safe and spontaneous 
mobility of children with visual impairments at their schools.

Research on the Development of Networks for Assistive Equipment Use 
in Special Needs Education
—Development of Assistive Networks in Collaboration with Technical Colleges—

Collaborating Institution: Institute of National Colleges of Technology, Japan; Sendai National College of 
Technology
Research Leader: KANAMORI Katsuhiro
Researchers: DOI Kouki (Sub-leader), ARAYA Yosuke, NISHIMURA Takahiro
Research Period: FY 2013–2015
Abstract
　Practical research on the utilization of assistive equipment is under way on a widespread scale nationwide with a 
focus on special needs education schools. To date, efforts by universities, technical colleges, technical high schools, 
and other educational institutions to develop assistive equipment in collaboration with special needs education 
schools as well as efforts in school support have been pursued as independent undertakings. To foster heightened 
levels of research and endeavor in this area, it will be necessary for these institutions to explore related issues and 
develop needed systems that facilitate the sharing of information on equipment development and support.
　Launched in collaboration with the National KOSEN Network for Welfare and Education with Information 
Technology, this research project will pursue the creation of a coordinated system for instructional materials 
development that functions as a national center for instructional materials and assistive equipment for special 
needs education, and will shed light on issues as perceived by the special needs education fi eld.
　Additionally, while this project is under way, work will be initiated on the development of a system for the 
preparation of new teaching materials in collaboration with technical colleges.
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小児がん拠点病院を中心とした院内学級の実地調査と課題分析 
 ಉ研究機関�  独立行政法人国立成育ҩྍ研究センターڞ
研 究  ද 者�  新平 ത 
研 究  ୲ 者�  ࢙و ࢁ（෭ද）、日Լ ಸॹඒ 
研 究 ظ ؒ�  平成 26ʙ2� 年度 

֓ཁ� 
平成 25 年 � 月の「පྍؾཆࣇに対する教育のॆ実について（௨）」（文部科学省）により、খࣇが

んڌපӃの指定によるපྍؾཆࣇの対応が௨されました。খࣇがんڌපӃにおけるӃ学ڃは、
各ಓݝ・指定ࢢが設ஔしていますが、設ஔܗଶもؚめて実情は༷々です。そこで、本研究では、
খࣇがんڌපӃにあるӃ学ڃを中৺にௐࠪし、各学ڃの取組と課題ੳもؚめて、ましい教育の
を設ஔするಓڃの運営に立つように、Ӄ学ڃしてい͖ます。研究成Ռは、Ӄ学౼ݕりํをࡏ
 。しますݩにؐࢢ指定・ݝ

本研究は、国立成育ҩྍ研究センターとのڞ同研究「খࣇがんױ者のҩྍ、教育、ࢱの総合的な支
援に関する研究」の୲研究ですので、それぞれの研究成Ռを合わせて、「খࣇがんの子供の教育に関
するΨイυϥイン（Ծ）」のࡦ定をܭըしています。 

NISE の研究άື  

NISE ΣϒαΠτ � ڞಉ研究 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18,101.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

研究৬һにΑる研究成Ռのઆ໌（研究所セミナʔ） At a research seminar for the presentation of research fi ndings by researchers
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A Field Survey of Hospital Schools at Pediatric Cancer Centers with an 
Analysis of Related Issues

Collaborating Institution: National Center for Child Health and Development
Research Leader: NIIHIRA Shizuhiro
Researchers: MORIYAMA Takashi (Sub-leader), KUSAKA Naomi
Research Period: FY 2014–2015
Abstract
　A March 2013 “Notice Concerning the Enhancement of Educational Opportunities for Children under Medical 
Treatment” (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology) stipulated measures to be taken by 
designated pediatric cancer centers for their hospitalized children. Hospital schools have been set up at pediatric 
cancer centers in individual prefectures and government-designated municipalities but vary signifi cantly in their 
established formats and actual operational status. This research project will comprise a survey chiefl y of hospital 
schools at pediatric cancer centers and explore appropriate educational formats with an analysis of undertakings 
by individual classes and the challenges they face. As an aid to in-hospital class administration, the findings 
of this project will be shared with prefectures and government-designated municipalities that have set up such 
classes.

　This research will be implemented as one of several projects under the theme, “A Study of Comprehensive 
Support for the Healthcare, Education, and Welfare of Pediatric Cancer Patients,” a joint research undertaking 
with the National Center for Child Health and Development. Plans are to combine its fi ndings with the fi ndings 
from related projects and produce a set of “Guidelines for the Education of Pediatric Cancer Patients (tentative).”

At a research seminar for the presentation of research fi ndings by researchers
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˔ ֎෦ۚࢿ研究 

平成 26 年Պ研අʹΑる研究՝Ұཡ 

研究छ目 研究՝໊ 研究ද者 研究ؒظ 

 （̗）൫研究ج

ϑϥンε通ৗ教育のֶ業ෆৼࣇ՝ఔのোࣇ౷合の࣮ଶとイン
Ϋϧʔジョンの၆ᛌਤ 

౩ ํ   平成24ʙ26年

ଟ指ಋϞσϧにΑるֶशࠔのҬϫイυな予త支援に関
する൚༻ੑとޮՌ࣋ଓੑ 

ւ ѥر子 平成25ʙ27年

 （̘）൫研究ج

ൃୡোࣇの࣌ࡂ支援に関する研究 
ʵ౦日本େࡂのඃࡂମݧௐࠪを;ま͑ͯʵ 

ക ా ਅ 理 平成24ʙ26年

̎次ݩը૾͔Β̏次ۭؒݩ理ղをଅすͨΊのোࣇ教育༻教ࡐの
։ൃと活༻に関する研究 

େ 内  ਐ 平成24ʙ26年

のある子Ͳもにରする協ௐӡ動໘の指ಋに関する࣮ફతোޠݴ
研究 

খ ྛ ྙ  平成25ʙ27年

Ұ؏しͨ支援を࣮現するͨΊの༮ஓԂとখֶߍとの連携内容･ํ
法に関する࣮ূత研究 

ໜथ 平成25ʙ27年 ࢁอٱ

٣Իのある子Ͳものࣗߠݾఆܗײ成にけͨ教һとอޢ者の協ಇ
支援ϓϩάϥϜの։ൃ 

  ହ ඒ 平成25ʙ27年

ֶश支援に活༻で͖る࣮行機ධఆईの։ൃ ۄ  फ ٱ 平成26ʙ2�年

εΫʔϧΫϥελʔのߏஙにけͨ特別支援ֶߍのҬϚωジϝ
ンτに関する研究 

খ ᖒ ݡ ࢸ 平成26ʙ2�年

ઓత๖ժ研究 

ൃୡোのある子Ͳもの౦日本େࡂにおける࣮ଶとඞཁな支援
に関する研究 

ѳ ඒ ٛ ݡ 平成24ʙ26年

ֶࣈश者のͨΊのࣈ৮ಡ支援۩の法ఏ案  Ҫ  ً 平成24ʙ26年

ௌ֮োࣇのత事をදすจ理ղの特を౿ま͑ͨ教ࢣ༻指ಋ
 成࡞ྉのࢿ

ঙ࢘ ඒઍ 平成25ʙ26年

एख研究（̗） 

ൃୡোࣇとڞにֶͿ通ৗֶڃのֶͼํをֶͿֶशと協ಉֶशを
組合Θͤͨ指ಋの։ൃ 

༚ Ҫ  ܙ 平成24ʙ26年

ࣗด༮ࣇのՈと教һとの連携をΊ͟しͨύʔτナʔシッϓの
 成݅に関する研究ܗ

༄ᖒ ѥر子 平成24ʙ27年

ൃୡোࣇのอޢ者にରする理తڥௐをओとしͨϖΞϨン
τ･τϨʔχンάの։ൃ 

ਆ ࢁ   平成25ʙ27年

NISE ΣϒαΠτ � ֎෦ۚࢿ研究 
http://www.nise.go.jp/cms/8,0,18,241.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

NISE の研究άື  
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● Externally Funded Research

Research Themes Funded by MEXT/JSPS* KAKENHI Grant FY2014

Category Research Title Principal
Researcher

Research
Period

Scientifi c Research (B)

Situation on Schooling of Children with Disabilities in the 
SEGPA/EREA as an Option of Inclusion and a Broader 
Point of View of Inclusive Education System in France

MUNEKATA
Tetsuya

FY
2012-2014

Versatility and Sustainability of Eff ects of Community-
wide Preventative Support for Learning Disabilities Using 
Multi-layered Teaching Model  

KAIZU
Akiko

FY 
2013-2015

Scientifi c Research (C)

Study on Assistance to Children with Developmental 
Disabilities in Emergencies
-Based on a survey on the experience of the Great East 
Japan Earthquake-

UMEDA
Mari

FY 
2012-2014

Study on the Development and Eff ective Use of 
Educational Materials for Children with Disabilities to 
Help Them Understand Three-dimensional Spaces by 
Looking at Two Dimensional Images

OOUCHI
Susumu

FY 
2013-2015

A Practical Study on Teaching Motor Coordination to 
Children with Speech Diffi  culties

KOBAYASHI
Michiyo

FY 
2013-2015

An Empirical Study of Contents and Methods of 
Collaboration between kindergartens and Elementary 
Schools for the Provision of Consistent Support

KUBOYAMA
Shigeki

FY
2013-2015

Developing a Collaborative Support Program for Teachers 
and Parents/Guardians of Children with Stammer to Build 
Self-affi  rmation

MAKINO
Yasumi

FY 
2013-2015

Development of an Implementation-Rating and Function-
Rating Scale Suitable for Use in Learning Assistance 
Applications

TAMAKI Munehisa FY
2014-2016

A Study of the Community-based Management of Special 
Needs Schools for the Formation of School Clusters

OZAWA
Michimasa

FY
2014-2016

Challenging 
Exploratory Research

A Study of the Status and Assistance Needs of Children 
with Developmental Disorders Who Were Aff ected by the 
Great East Japan Earthquake

ATSUMI
Yoshikata

FY
2014-2016

Proposal of Manufacturing Methods for Braille Reading 
Assistive Tool for Braille Learners

DOI
Kouki

FY
2012-2014

Preparing a Guideline Materials for Teachers Based from 
Features of Comprehension of Sentence Expressing 
Numerical Matters by Hearing-Impaired Children

SHOJI
Michiyo

FY 
2013-2014

Young Scientists (B)

Development of Educational Method in Regular Class 
that Combines Cooperative Learning and the Learning of 
How to Learn for Children with Developmental Disabilities 
and Typically Developing Children

WAKUI
Megumi

FY
2012-2014

Study on Conditions for Building Partnerships between 
Families of Children with Autism and Teaching Staff 

YANAGISAWA
Akiko

FY 
2012-2015

Developing a Parent Training Material for Parents and 
Guardians of Children with Developmental Disabilities, 
focusing on Physical Environmental Adjustment

KAMIYAMA
Tsutomu

FY 
2013-2015

*  The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology(MEXT) / Japan Society for the Promotion 
of Science(JSP)
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˙ ֤ಓݝʹ͓͚るࢦಋऀཆ成をతͱする研修の࣮ࢪ 
各ಓݝ等における特別支援教育政ࡦや教育研究・教育実践等の推進にد༩する指導者のཆ成を

的として、ҎԼの研修を実ࢪしています。 

平成 26 年研修ܭըҰཡ 

໊শ ؒظ ืू人һ 

特
別
支
援
教
育
専
門
研
修 

第
一
期

ʲ֮ࢹো･ௌ֮ো教育ίʔεʳ 
 教育ઐ修ϓϩάϥϜো֮ࢹ
ௌ֮ো教育ઐ修ϓϩάϥϜ 

平成26年５月８日(木)～７月９日(水)  40 名 

第
二
期 

ʲൃୡো･情ॹোޠݴ･ো教育ίʔεʳ 
ൃୡো教育ઐ修ϓϩάϥϜ 
ࣗด･情ॹো教育ઐ修ϓϩάϥϜ 
 教育ઐ修ϓϩάϥϜোޠݴ

平成26年９月２日(火)～11月７日(金)  80 名 

第
三
期 

ʲతোࢶ･ମෆࣗ༝･පऑ教育ίʔεʳ 
తো教育ઐ修ϓϩάϥϜ 
 ମෆࣗ༝教育ઐ修ϓϩάϥϜࢶ
පऑ教育ઐ修ϓϩάϥϜ 

平成27年１月８日(木)～３月13日(金)  80 名 

बֶ相談･支援୲者研究協ٞձ 平成26年７月17日(木)～７月18日(金)  70 名 

特別支援ֶࣷ॓دߍ指ಋ࣮ફ指ಋ者研究協ٞձ 平成26年７月24日(木)～７月25日(金)  70 名 

ൃୡো教育指ಋ者研究協ٞձ 平成26年７月31日(木)～８月１日(金) 100 名 

交ྲྀ及ͼڞಉֶशਪਐ指ಋ者研究協ٞձ 平成26年11月20日(木)～11月21日(金)  70 名 

ত �6 年の研究所設と同࣌に研修事業を開࢝してҎདྷ、平成 26 年 � 月 �1 日ࡏݱ、特別支援教
育ઐ研修の修ྃ者は �5�� ໊˞、そのଞの研修の修ྃ者も 1���� ໊をえています。これらの
ํ々は、શ国の学ݱߍや教育行政ػ関等で活༂されています。 

˞特別支援教育ઐ研修のલである特घ教育中ݎ教員ཆ成研修の修ྃ者をؚんでいます。 

ઐ研修ٛߨ 研修成Ռのάϧʔϓൃද ดࣜߨ 

NISE の研修事業  

NISE ΣϒαΠτ � 研修 
http://www.nise.go.jp/cms/9,0,21.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 
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■ In-Service Teacher Training
　NISE provides teacher training programs designed to develop leaders who will promote the measures, research 
and practices in special needs education at the prefectural level. The programs are specialized in the following:

Teacher Training Programs FY2014

Program Name Term Total fi xed 
number

Program
s for

Specifi c D
isability C

ategories

Term
 1

【Courses for Visual Impairments and Deaf and Hard of Hearing 】
　Training Program for Visual Impairments
　Training Program for Deaf and Hard of Hearing

May 8 - Jul. 9,
2014  40

Term
 2

【Courses for Developmental Disabilities, Emotional Disturbances 
and Speech and Language Disorders 】
　Training Program for Developmental Disabilities 
　Training Program for Autism and Emotional Disabilities
　Training Program for Speech and Language Disorders

Sep. 2 - Nov. 7,
2014  80

Term
 3

【Courses for Intellectual Disabilities, Physical/Motor Disabilities 
and Health Impairments】
　Training Program for Intellectual Disabilities
　Training Program for Physical/Motor Disabilities
　Training Program for Health Impairments

Jan. 8 - Mar. 13,
2015  80

Workshop for Counseling and Support Staff  for School Enrolment Jul. 17 - 18,
2014  70

Workshop for Leaders of Guidance Practices in Dormitories of Schools for 
Special Needs Education

Jul. 24 - 25,
2014  70

Workshop for Leaders of Education for Developmental Disabilities Jul. 31 - Aug. 1,
2014 100

Workshop for Leaders of Promoting Joint Activities and Learning Nov. 20 - 21,
2014  70

　NISE started providing teacher training programs immediately after its foundation in 1971. As of March 
31, 2014, 8,503*　participants in the Programs for Specific Disability Categories and 10,374 participants in 
other programs have completed each program. These participants who have completed NISE’s teacher training 
programs are playing a leading role at schools, educational administration agencies and relevant institutions 
nationwide. 

* Including participants who have completed the former program ”Training Programs for Special Education intended for mid-
career.” 

Lecture for specialized training Group presentation for research outcomes Closing ceremony
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˙ ΠンλʔωッτʹΑるٛߨ৴ 
各ಓݝ等において障害のあるࣇಐੜ

ె等の教育に携わる教員の࣭ࢿ向上をਤる
取組を支援するため、インターωοトによ
るٛߨ配৴を行っています。 

配৴しているίンテンπは、特別支援教
育のૅج的な༰をऩした「特別支援教
育研修ૅج࠲ߨฤ」とઐ的な༰をऩ
した「特別支援教育研修࠲ߨઐฤ」の̎
छྨです。 

なお、インターωοトによるٛߨ配৴は
学ߍ等の教育関係ػ関を対としているた
め、ࢹௌをرされるํは、ػ関によるొ
をお願いします。 

ΠンλʔωッτʹΑるٛߨ৴ίンςンπ 

໊শ 内容 λイτϧ 

特別支援教育研修࠲ߨ
 ฤૅج

・特別支援教育のૅج理 
 教育ো֮ࢹ・
・ௌ֮ো教育 
・తো教育 
 ମෆࣗ༝教育ࢶ・
・පऑ･ମڏऑ教育 
・ॏෳো教育 
 教育োޠݴ・
・情ॹো教育 
 機ࣗด教育ߴ･%(%"･%-・
・োࣇのੜ理とප理 
・ॾࠪݕのૅج 

45 λイτϧ 

特別支援教育研修࠲ߨ
ઐฤ 

・総合త･ԣ断త内容（インΫϧʔシϒ教育シεςϜのߏஙなͲ） 
 教育ো֮ࢹ・
・ௌ֮ো教育 
・తো教育 
 ମෆࣗ༝教育ࢶ・
・පऑ･ମڏऑ教育 
 教育োޠݴ・
・ࣗด･情ॹো教育 
・ൃୡো教育 
・ॏ･ॏෳো教育 

6� λイτϧ 

インλʔωッτにΑるٛߨ৴ը໘ 

NISE の研修事業  

NISE ΣϒαΠτ � ΠンλʔωッτʹΑるٛߨ৴ 
http://www.nise.go.jp/cms/9,0,20.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

43 National Institute of Special Needs Education, Japan

NISEの研修事業



■   Providing Training Contents over the Internet NISE provides training 
contents as its “online lectures”

　NISE provides training contents as its "online 
lectures" in order to support efforts made by 
prefectures to improve the quality of teachers 
engaged in educating children with disabilities.

　The contents consist of the “Basic Lectures on 
Special Needs Education” and the “Specialized 
Lectures on Special Needs Education.”

　These training contents are offered to schools 
and relevant institutions and require registration 
at NISE before they can be used.

Contents

Program Contents Number of titles

Basic Lectures on 
Special Needs Education

・Basic Theories of Special Needs Education
・Theory of Education for Visual Impairments
・Theory of Education for Deaf and Hard of Hearing
・Theory of Education for Intellectual Disabilities
・Theory of Education for Physical/Motor Disabilities
・Theory of Education for Health Impairments
・Theory of Education for Multiple Disabilities
・Theory of Education for Speech and Language Disorders
・Theory of Education for Emotional Disturbances
・Theory of Education for LD, ADHD, and HFA
・Physiopathology of Children with Disabilities
・The Basics of Tests and Examinations

45

Specialized Lectures on 
Special Needs Education

・  The Comprehensive and Cross-sectional Subjects such as 
development of Inclusive Education System

・Education for Visual Impairments
・Education for Deaf and Hard of Hearing
・Education for Intellectual Disabilities
・Education for Physical/Motor Disabilities
・Education for Health Impairments
・Education for Speech and Language Disorders
・Education for Autism and Emotional Disturbances
・Education for Developmental Disabilities
・Education for Severe/Multiple Disabilities

60

- 32 -

A page of an online lecture
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˙ ֤ಓݝʹ͓͚る教育相談࣮ؔػࢪの支援 
各ಓݝ等における教育相談実ػࢪ関の࣭ࢿの向上を支援するため、障害のある子どもの教育に関

するίンサルテーションを行っています。 
また、各ಓݝ等における教育相談ػ能の࣭の向上にࢿするため、教育相談を行う上で必要となる

情報をੵした「教育相談情報提供システム」をඋし、関係ػ関向けに情報提供を行っています。 

˙ ରԠ͕ࠔͳ教育相談の࣮ࢪւ֎ຊਓֶߍのอऀޢ教һの
支援 

特別支援教育のナショナルセンターとし
て、ൃੜのい障害等の事例に関する教
育相談や、ւ֎にॅࡏする日本人学ߍ等の
อޢ者や教員を対とした教育相談を実ࢪ
しています。 

さらに、NISE で行っている教育相談や
ίンサルテーションを௨͡、特別支援教育
の研究の進లをਤるために教育相談事例の
研究を進めています。 

ถԤभ۠日本人ֶߍߍ長研究協ٞձのࢀՃ 

NISE の教育相談支援  

教育相談情報ఏڙシεςϜ（ӈਤは、ҰൠのํけのίンςンπҰཡ） 

教育相談情報ఏڙシεςϜ 
http://forum.nise.go.jp/soudan-db/htdocs/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 

NISE ΣϒαΠτ � 教育相談のҊ 
http://www.nise.go.jp/cms/6,0,12,121.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 
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■   Support Services for Educational Counseling Agencies for Persons with 
Special Needs at the Prefectural Level

　NISE provides school consultation services for children with special needs as a support to enhance quality of 
educational counseling agencies at the prefectural level, and besides, with the aim of supporting for improving 
the quality of educational counseling services, NISE has established the “Counseling and Consultation 
Information Service System” containing information necessary to provide educational counseling services at the 
prefectural level, so as to provide information to relevant institutions.

■   Educational Counseling Services to Address Diffi  cult Cases and Support 
Parents of Students and Teachers of Japanese Schools in Overseas

　NISE provides educational counseling services, such as low incidence disabilities and supporting parents of 
students and teachers of Japanese schools in overseas as the national center for special needs education. NISE 
is advancing studies on examples of counseling and consultation services provided by NISE in order to help 
progress research on special needs education.

The Counseling and Consultation Information Service System（Right side is a page for general public ）

Participation in a workshop of principals of Japanese schools in 
North America and Europe

46National Institute of Special Needs Education, Japan

Support for Counseling and Consultation



˙ NISE ΣϒαΠτ 
NISE Σブサイトでは、NISE の研究成Ռ及ͼॾ活動に関する情報や、特別支援教育શൠの関連情

報を総合的に提供しています。トοϓϖーδに「特別支援教育情報一ཡ」及ͼ「利༻者別情報一ཡ」を
設けて情報を୳しやすくするとともに、それぞれのϖーδに、Իಡみ上げや文ࣈサイズม更、දࣔ৭
ม更等のΞクセシϏϦテΟػ能をඋして、障害のあるํが利༻しやすいように配慮しています。 

˗ NISE ΣϒαΠτのߏ成 

ʲ ಛ૯研ͱ ʳ 

特別支援教育のナショナルセンター
である NISE の໋や活動༰等につ
いてհしています。 

ʲ 研究 ʳ 

NISE が実ࢪする研究の༰や୲
研究者に関する情報をհしています。 

ʲ 研修ɾηミφʔ ʳ 

NISE が実ࢪする研修・セϛナーに
関する情報をհしています。 

ʲ 報ࠂॻɾࢿྉ ʳ 

NISE がൃ行する研究成Ռ報ࠂॻ等
の学ज़ץ行や特別支援教育に関連す
る各छίンテンπについてհしてい
ます。 

ʲ ֤োʹ͓͚るؔ࿈情報 ʳ 

特別支援教育શൠや各障害छ別にお
ける関連情報をհしています。 

ʲ EOHMJTI ʳ 

NISE の֓要や研究成Ռ等をӳ文で
հしています。 

NISE の情報ᬑཬ  

NISE ΣϒαΠτ � τッϓϖʔジ 
http://www.nise.go.jp/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 
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■ NISE Website
　NISE website provides comprehensive related information on special needs education in general, such as 
research outcomes of NISE and informs activities that will be conducted by NISE 

　On the NISE web browsing, “a list of information for special needs education” and “a list of information by 
types of users” in order to make it easier to search. In addition, the voice output function and the function to 
change the size and color of letters have been improved to be easier for those with disabilities to use.

◆Composition of the Website
【 What’s NISE? 】
　Information on NISE, including the mission 
and activities as the national center of special 
needs education, is provided.

【 Research 】
　Information on the details of studies conducted 
by NISE and researchers involved in these 
studies is provided.

【 Training Programs/Seminars】
　Information on training programs and 
seminars conducted by NISE is provided.

【 Reports/Materials 】
　Various kinds of contents such as publications 
of reports and other documents on fi ndings of 
studies conducted by NISE and special needs 
education are provided.

【Relevant Information on Individual 
Category of Disabilities 】
　Information pertinent to overall special needs 
education and individual disabilities is 
provided.

【 English 】
　The summary of NISE, outcomes of research 
and other information of NISE, such as activities 
are provided in English.
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˙ ֶज़ߦץ 
NISE の研究成Ռ及ͼॾ活動に関する情報を参ߟ文ݙ等にご活༻いたͩくため、Լهの学ज़ץ行を

定ظ的にൃ行しています。これらの学ज़ץ行は、Σブサイトからもごཡいたͩけます。 

NISE ͕ఆظతʹൃ͍ͯ͠ߦるֶज़ߦץ 

໊শ 内容 

国立特別支援教育総合研究所研究成Ռ報ࠂॻ 
NISE の研究成Ռ（ઐ研究̖、ઐ研究̗、ڞಉ研究）を
研究՝͝とにまとΊͨもの 

国立特別支援教育総合研究所研究成Ռ報ࠂॻαϚϦʔू 
NISE の研究成Ռ（ઐ研究̖、ઐ研究̗、ڞಉ研究）の
֓ཁを 1 冊にまとΊͨもの 

国立特別支援教育総合研究所研究لཁ 
NISE の研究成Ռをத৺とする特別支援教育に関するະൃද
のจを、内容৹ࠪを行্ͬͨでܝ載するもの 

国立特別支援教育総合研究所ジϟʔナϧ 
NISE の研究成Ռ及ͼॾ活動に関する情報を総合తにհす
るもの 

NISE #VMMFUJO 
զ͕国の特別支援教育のঢ়گ NISE の研究成Ռをӳจで
հするもの 

また、研究等の活動成Ռの中で障害のある子どもの指導や教育相談等の実ࡍに立つ情報については、
教育ݱで活༻しやすいようにΨイυブοクやϚニϡΞル等にまとめて、ൢࢢのॻ੶としてൃ行してい
ます。 

NISE ΣϒαΠτ � 報ࠂॻɾࢿྉ 
http://www.nise.go.jp/cms/7.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

NISE の情報ᬑཬ  
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■ Publications

　In order to enable use of information on NISE’s research results and various activities for reference, the 
following academic publications are periodically issued. These publications are available on NISE’s website.

Major Publications of NISE

Name of Publications Contents

Research Result Report of the National Institute of 
Special Needs Education

Summarizing NISEʼs research results by research 
theme (Specialized Research A and B, and Joint 
Research)

Summary of Research Results of the National Institute 
of Special Needs Education

Including summaries of NISEʼs research results 
(Specialized Research A and B, and Joint Research) in 
one volume

Bulletin of the National Institute of Special Needs 
Education

Providing unpublished theses regarding special needs 
education centering on NISEʼs research results, after 
examining their contents

National Institute of Special Needs Education Journal Providing comprehensive information on NISEʼs 
research results and various activities

NISE Bulletin Introducing the status of special needs education in 
Japan, and NISEʼs research results in English

　From the results of research and other activities, practically helpful information on guidance and educational 
consultation for children with disabilities is compiled in guidebooks and manuals, and made commercially 
available, so as to be easy to use in places of education.
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˙ ΠンΫϧʔシϒ教育シεςϜߏங支援σʔλϕʔε（ΠンΫϧ %#） 
平成 2� 年 � 月に、中ԝ教育৹ٞձॳ等中等教育科ձにおいて、「ڞੜࣾձのܗ成に向けたインクル

ーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」が報ࠂされました。これをडけて、NISE では、
インクルーシブ教育システム構築に関連する༷々な情報を掲載した「インクルーシブ教育システム構築
支援データベース」（ུশ� インクル %#）を文部科学省の協力をಘて、平成 25 年 11 月に開設しました。 

インクル %# は、教育の関係者に向けた理ղൃܒや具体的なインクルーシブ教育システム構築支援に関
する情報を提供することを的としています。 

˗ ΠンΫϧ %# を௨ͯ͡ఏ͍ͯ͠ڙる情報の༰ 

ʲ ň߹ཧతྀʯ࣮ફ事ྫσʔλϕʔε ʳ 

文部科学省が実ࢪしている「インクルーシブ教育システム構築
モデル事業」等でಘられた事例についてデータベースԽを行いま
す。 

ʲ ؔ࿈情報 ʳ 

インクルーシブ教育システム構築に関連する法ྩ・ࡦࢪや関連
 。的情報、̦�̖等を掲載していますૅجのղઆなどのޠ༺

˙ NISE ϝʔϧϚΨジン 
NISE の最新の活動༰や特別支援教育に関するタイムϦーな情報をおಧけするため、NISE ϝール

ϚΨδンを定ظ的に配৴しています。 

˗ NISE ϝʔϧϚΨジンのओͳ༰ 

・NISE の研究成Ռのհ 
・NISE が実ࢪする研修やイベントに関する情報 
・特別支援教育に関するトϐοクスや連載ه事 
・NISE からのおらせ、そのଞ 

NISE ϝールϚΨδンの配৴をرされるํは、
Σブサイトよりొをお願いします。 

NISE ΣϒαΠτ � NISE ϝʔϧϚΨジン 
http://www.nise.go.jp/magazine/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 

http://inclusive.nise.go.jp/ 
ৄし͘はこͪΒˠ 

ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ

      国立特別支援教育総合研究所（̨̣̞̚）ϝʔϧϚΨジン 
         ୈ�6߸（平成26年5月߸） 
ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ ̨̣̞̚（ナイセ）ؑؑؑ

˙目次 
ʲNISEτϐッΫεʳ 
・ੈքࣗดൃܒσʔ2�14シンϙジϜの報ࠂ 
・NISEの活動հ 	1
 ը෦の活動についͯا
ʲւ֎情報のհʳ 
・ؖ国特घ教育Ӄ（,NISE）๚の報ࠂ（平成26年3月） 
ʲ連載ίʔナʔʳ 
・インΫϧʔシϒ教育シεςϜߏஙにけͯ（શ̓ճ連載）ୈ̏ճ 
ʲNISEμイΞϦʔʳ 
ʲ研修һͩΑりʳ 
ʲΞンέʔτのおئいʳ 
ʲฤूޙ記ʳ 
ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ

NISE の情報ᬑཬ  
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■ Database for Supporting Development of Inclusive Education System (Inclu-DB)
　The Subdivision on Primary and Secondary Education of the Central Council for Education published a report 
titled “Promoting Special Needs Education for Development of an Inclusive Education System Leading to the 
Creation of Cohesive Society” in July 2012. In response to this, in November 2013, NISE opened its “Database  
for Supporting Development of Inclusive Education System(Inclu-DB) in cooperation with the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), in which various information on development of 
the inclusive education system is available.

　The database aims to deepen understanding of educational personnel and provide specific information 
regarding support for development of the inclusive education system.

◆ Contents of information provided through Inclu-DB
[Database for Practical Examples of Reasonable Accommodation]
　The database has been compiled in light of examples obtained through 
“Model Project for Inclusive Education System Development” conducted 
by MEXT and other activities.

[Related Information]
　The database includes fundamental information such as laws, 
regulations, and measures involved in creation of the inclusive education 
system and explanation of relevant terms, as well as Q&A.

■ Email Newsletter
　NISE delivers its email newsletter on a regular basis in order to widely provide timely information on its 
activities and special needs education.

◆ Major contents
・   Information on outcomes of research projects conducted 

by NISE
・   Information on teacher training programs and NISE 

sponsored events
・ Topics on special needs education, serial articles
・ Announcements from NISE, others
How to subscribe

　Register your e-mail address on the following website.

　http://www.nise.go.jp/magagine/

˙ ΠンΫϧʔシϒ教育シεςϜߏங支援σʔλϕʔε（ΠンΫϧ %#） 
平成 2� 年 � 月に、中ԝ教育৹ٞձॳ等中等教育科ձにおいて、「ڞੜࣾձのܗ成に向けたインクル

ーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」が報ࠂされました。これをडけて、NISE では、
インクルーシブ教育システム構築に関連する༷々な情報を掲載した「インクルーシブ教育システム構築
支援データベース」（ུশ� インクル %#）を文部科学省の協力をಘて、平成 25 年 11 月に開設しました。 

インクル %# は、教育の関係者に向けた理ղൃܒや具体的なインクルーシブ教育システム構築支援に関
する情報を提供することを的としています。 

˗ ΠンΫϧ %# を௨ͯ͡ఏ͍ͯ͠ڙる情報の༰ 

ʲ ň߹ཧతྀʯ࣮ફ事ྫσʔλϕʔε ʳ 

文部科学省が実ࢪしている「インクルーシブ教育システム構築
モデル事業」等でಘられた事例についてデータベースԽを行いま
す。 

ʲ ؔ࿈情報 ʳ 

インクルーシブ教育システム構築に関連する法ྩ・ࡦࢪや関連
 。的情報、̦�̖等を掲載していますૅجのղઆなどのޠ༺

˙ NISE ϝʔϧϚΨジン 
NISE の最新の活動༰や特別支援教育に関するタイムϦーな情報をおಧけするため、NISE ϝール

ϚΨδンを定ظ的に配৴しています。 

˗ NISE ϝʔϧϚΨジンのओͳ༰ 

・NISE の研究成Ռのհ 
・NISE が実ࢪする研修やイベントに関する情報 
・特別支援教育に関するトϐοクスや連載ه事 
・NISE からのおらせ、そのଞ 

NISE ϝールϚΨδンの配৴をرされるํは、
Σブサイトよりొをお願いします。 

NISE ΣϒαΠτ � NISE ϝʔϧϚΨジン 
http://www.nise.go.jp/magazine/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 

http://inclusive.nise.go.jp/ 
ৄし͘はこͪΒˠ 

ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ

      国立特別支援教育総合研究所（̨̣̞̚）ϝʔϧϚΨジン 
         ୈ�6߸（平成26年5月߸） 
ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ ̨̣̞̚（ナイセ）ؑؑؑ

˙目次 
ʲNISEτϐッΫεʳ 
・ੈքࣗดൃܒσʔ2�14シンϙジϜの報ࠂ 
・NISEの活動հ 	1
 ը෦の活動についͯا
ʲւ֎情報のհʳ 
・ؖ国特घ教育Ӄ（,NISE）๚の報ࠂ（平成26年3月） 
ʲ連載ίʔナʔʳ 
・インΫϧʔシϒ教育シεςϜߏஙにけͯ（શ̓ճ連載）ୈ̏ճ 
ʲNISEμイΞϦʔʳ 
ʲ研修һͩΑりʳ 
ʲΞンέʔτのおئいʳ 
ʲฤूޙ記ʳ 
ؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑؑ
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˙ 研究ॴηミφʔ 
NISE の研究成Ռの普及や教育ݱ等関係ػ関との情

報のڞ༗をਤるため、研究所セϛナーをຖ年度開࠵して
います。 

˗ 研究ॴηミφʔのߏ成 

・セッション̍� く特別支援教育に関連するトϐοク
スを取り上げる部 

・セッション̎� ओに NISE のॾ活動に関するトϐοク
ス等を情報提供する部 

・セッション̏� 研究成Ռの普及及ͼ協ٞの部 

˗ 平成 26 年։࠵εέジϡʔϧ（༧ఆ） 

日� 平成 ظ 27 年 1 月 29 日	
 ʙ1 月 3� 日	ۚ
 
ձ � 国立ΦϦンϐッΫ記೦੨গ年総合センλʔ 

˙ ੈքࣗดൃܒσʔʹରԠ͠たシンϙジϜの։࠵ 
平成 1� 年 12 月 1� 日の国連総ձにおいて、ຖ年 � 月 2 日を「ੈքࣗดൃܒデー」とすることが

ܾٞされ、ੈք各国においてࣗดに関するൃܒの取組を実ࢪすることが要されました。我が国では、
ੈքࣗดൃܒデー日本実行ҕ員ձにより、平成 21 年度からੈքࣗดൃܒデーシンポδムを開࠵
しており、NISE もػ࠵ڞ関となっています。 

さらに、NISE では、このੈքࣗดൃܒデー
にͪなみ、ࣗดのある༮ࣇࣇಐに対するઐ的
な教育を行っているஜ大学ෟଐٱཬ特別支援
学ߍとともに、平成 22 年度から「ੈքࣗดܒ
ൃデー JO ԣਢլ」を開࠵しています。本イベン
トでは、平成 2� 年度から、ஂ࠵ڞ体としてஜ
大学ෟଐٱཬ特別支援学ߍ 15" 及ͼԣਢլ
۠ࣗดࣇ・者のձ「たんΆΆのձ」も運営に
たっています。 

研究所セミナʔ 

ੈքࣗดൃܒσʔ LQ ԣਢլ 

NISE ΣϒαΠτ � ηミφʔ 
http://www.nise.go.jp/cms/9,0,22.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

ੈքࣗดൃܒσʔಛઃαΠτ（NISE ΣϒαΠτ） 
http://www.nise.go.jp/waad/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 
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■ NISE Seminar
　NISE presents National Institute of Special Needs Education 
Seminars on annual basis in order to spread information on 
outcomes of research projects conducted by NISE, improve 
the quality of its research activities and share information with 
schools and relevant institutions.

◆ Consists of NISE seminar
Session1: Where extensive issues related to special needs 
education are addressed
Session2: Where providing information on issues about activities 
of NISE 
Session3: Where outcomes of research projects are presented and 
discussed.

◆ NISE seminar 2014
Term: Jan. 29-30, 2015
Venue: National Olympic Memorial Youth Center

■ Symposium and Other Events in Line with the World Autism Awareness Day 
　On December 18, 2007, the United Nations General 
Assembly adopted a resolution to declare April 2 as 
the World Autism Awareness Day, requesting countries 
around the world to make efforts to raise awareness of 
autism. The World Autism Awareness Day Executive 
Committee in Japan has held the World Autism Awareness 
Day Symposium since FY 2009 and NISE serves as a co-
organizer.

　NISE, in cooperation with Special Needs Education 
School for Children with Autism, University of Tsukuba, 
which specializes in educating children with autism, has 
organized the World Autism Awareness Day in Yokosuka since FY 2010, in line with the theme of the World 
Autism Awareness Day.

　Since FY2011, the PTA of Special Needs Education School for Children with Autism, University of Tsukuba 
and “Tampopo-no-kai”, a group for parents of people with autism, have also joined the organization of the event 
in Yokosuka.

- 37 -

NISE Seminar

At the World Autism Awareness Day in Yokosuka

54National Institute of Special Needs Education, Japan

Information services



˙ 研究ॴެ։ 
NISE の研究成Ռや活動༰を、特別支援学ߍや༮ஓԂ・খ学

関の関係者、อ݈・ҩػの教員、教育行政ߍ等学ߴ・ߍ中学・ߍ
ྍ・ࢱ関係者、教員やอ育࢜を指す学ੜ、Ҭॅຽのํなどに
わかりやすくհし、NISE の理ղをਂめていたͩくため、研究
所ެ開をຖ年度開࠵しています。 

˗ 研究ॴެ։のओͳ༰ 

・障害のある子どもの特性等に関するϛニٛߨ 
・障害のある子どもが๊える༷々なࠔのٙࣅ体ݧ 
・障害छ別の研究൝による教材・教具等のలࣔや༻体ݧ、障害の

 （いすंなどं、ࠪݕ成、ௌ力࡞ࣈ）法等のհࠪݕ

・ ແڹ  ࣨڹがඇৗにগないۭؒの体ݧ 

・ ൃ達ো教育情報ηンλʔ  デδタル教科ॻやൃୡ障害のあ
る子どもの教育に活༻で͖る教材・教具のలࣔ・実ԋ 

・ ̸ϥΠϒϥϦʔ  障害のある子どもの教育支援ثػやιϑト
ΤΞのలࣔ・実ԋ 

・ εψʔζϨンϧʔϜ  障害のある子どもが֮ࢹ・ௌ֮・৮֮
等の֮ײを活༻してࣗ༝に୳ࡧ活動を行えるような、৺よい
 ݧくりの体ͮڥ

・ ੜ活支援研究౩  重い障害のある子どもに対する、ੜ活ڥ
面でのۙな配慮やのհ 

・ ύωϧలࣔ  NISE の最新の研究成Ռ、インクルーシブ教育シ
ステム構築に関する NISE の取組、日本とੈքの特別支援教育の
動向など 

˗ 平成 26 年։࠵εέジϡʔϧ（༧ఆ） 

日� 平成 ظ 26 年 11 月 � 日（） 
ձ � NISE 

参Ճ申ํࠐ法等のৄしい༰については、NISE Σブサイト
の特設サイトやϝールϚΨδンよりਵ࣌ごҊいたします。 

ミχٛߨ 

 ݧମࣅٙ

εψʔζϨンϧʔϜ 

σジλϧ教Պॻの࣮ԋ 

૯෦૯اը՝（報ࡍࠃ） 
E-mail: a-koho#nise.go.jp 

おい合Θͤˠ 

ੜ活支援研究౩ 

NISE の情報ᬑཬ  
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■ Open Day
　NISE is open to the public annually in order to introduce NISE’s research 
results and activities in an easy-to-understand way to teachers of schools for 
special needs education, kindergartens, elementary schools, junior high schools, 
and high schools, personnel of educational administrative bodies, health/
medical/welfare personnel, students aiming to be teachers or nursery teachers, 
and to local residents looking to deepen their understanding about NISE.

◆ Major Contents of Open Day
　Short lecture regarding characteristics of children with disabilities 
Simulated experience of various difficulties that children with disabilities 
have Exhibiting educational materials and tools, providing experience of 
using them, and introducing methods to examine disabilities (for example, 
creating braille, audibility test, and riding a wheelchair) by study groups for 
each disability type

Anechoic Room 
Experience of a space almost free from echo

Information Center of Education for the Persons with Developmental Disabilities
Exhibition room for display and demonstration of teaching materials and 
devices, and digital textbooks for children with developmental disabilities.

i-Library 
Exhibition room for display and demonstration of educational support 
devices, materials and software products for children with disabilities.

Snoezelen Room 
Experience of creating comfortable environment in which children with 
disabilities can freely perform searching activities, using senses of vision, 
hearing, and touch, etc.

Research Unit for Natural Living Environment 
Introducing simple considerations and efforts for children with severe 
disabilities in living circumstances 

Panel Exhibition 
Exhibiting NISE’s latest research results, NISE’s approaches to development 
of the inclusive education system, and global and domestic trends in special 
needs education 

◆ Open Day2014
　Term: Nov. 8, 2014
　Venue: NISE

　Details including how to apply for Open Day are available on the special site in the NISE website and mail 
magazines as needed.

Research Unit for Natural Living 
Environment

Snoezelen room

Short lecture

Simulated experience

Demonstration for digital textbooks
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˙ ൃ達ো教育情報ηンλʔ  

ൃୡ障害教育情報センターでは、ൃୡ障害に関する༷々な情報をௐࠪ・ऩू・理し、それらをجに、
Σブサイト等を௨͡てく情報普及活動に取り組んでいます。また、શ国の教育関係ػ関やްੜ࿑ಇ
省所の国立障害者ϦϋϏϦテーションセンターに設ஔされたൃୡ障害情報・支援センター等、関係
ॾػ関との連携及ͼௐも行っています。 

本センターのΣブサイトは、Լهの߲̓で情報提供を行っています。それぞれの情報については、
定ظ的にՃ・更新を行い、新しい情報をൃ৴しています。 

˗ ΣϒαΠτを௨ͯ͡ఏ͍ͯ͠ڙる情報の༰ 

ᶃ指導ํ法や支援 
ᶄൃୡ障害のある子どもの理ղ・指導・支援についてのٛߨίンテンπ 
ᶅൃୡ障害のある子どもの教育に活༻されている教材・教具や支援ثػ等 
ᶆൃୡ障害に関する研究 
ᶇൃୡ障害に関する国のࡦࢪや法ྩ等 
ᶈ国の相談ػ関や、ւ֎ߤ者に向けた日本人学ߍ等に関する情報 
շൃୡ障害に関わるイベントや研修ձの情報 

ൃୡ障害教育情報センターはશての国ຽがൃୡ障害を理ղし、ڞにखを携えるϊーϚϥイθーション
ࣾձを指した理ղൃܒを行ってい͖ます。 

利用者別入口 

利用される方に合わせ

たコンテンツの並びに

なっています。 

新着・更新情報 

更新された内容を紹

介しています。最新

情報を確認するのに

便利です。 

アクセシビリティ 

読みやすい文字の大き

さ、表示色の変更がで

きます。 

トピックス 

公的機関で実施・提

供されているイベン

ト・研究会情報やガ

イドブックを紹介し

ています。 

ൃ達ো教育情報ηンλʔɾΣϒαΠτ 
http://icedd.nise.go.jp/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 

NISE の情報ᬑཬ
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■ Information Center of Education for the Person with Developmental Disabilities

　The Information Center of Education for Persons with Developmental Disabilities investigates, collects 
and organizes various kinds of information on developmental disabilities. Its effort is also focused on 
communicating collected information widely through the website. The Center builds cooperative relations and 
promotes coordination with relevant organizations, such as nationwide education-related organizations and the 
Developmental Disabilities Information Center established within the National Rehabilitation Center for Persons 
with Disabilities under the Ministry of Health, Labor and Welfare.
　New information which will be updated regularly is available on the website of the Center.
It provides information in the following items;　

◆ Information Provided on the Website
　① How to provide instruction and assistance for children with developmental disabilities
　②Lecture contents regarding understanding and teaching for children with developmental disabilities
　③ Teaching materials and devices, and assistive devices used for education for children with developmental 

disabilities
　④Studies on developmental disabilities
　⑤National policies, laws and regulations, and other relevant issues concerning developmental disabilities
　⑥ Information on counseling organizations in Japan and Japanese schools in overseas and other education 

facilities for visitors to foreign countries
　⑦Information about events, lectures and workshops on developmental disabilities

　The Information Center of Education for Persons with Developmental Disabilities will provide information 
and education, aiming at a normalized society in which all people understand developmental disabilities and 
cooperate together.

What’s New
Updated contents 
are indicated so 
as to easily check 
latest information.

Display Font
Font size and 
color can be 
changed to make 
reading easier. 

Topics
Information 
on events and 
workshops 
held by public 
organizations 
and guidebooks 
are introduced.

Contents
Contents are 
arranged in a 
user-friendly 
manner.
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˙ ̸ϥΠϒϥϦʔ 

̸ϥイブϥϦーは、障害のある子ども一人一
人の教育的ニーズに応͡た支援を実ݱする༷々
な教育支援ثػやιϑトΤΞに関するలࣔࣨ
です。 

̸ϥイブϥϦーでは、NISE が開ൃした、あ
るいは NISE が開ൃに協力した教育支援ثػや
ιϑトΤΞをలࣔするとともに、ൢࢢにつ
いても障害छ別ごとにհしています。 

˙ ਤॻࣨ 
ਤॻࣨでは、特別支援教育のナショナルセンターとして、特別

支援教育関連のਤॻ等のऩू・อଘを行い、Ӿཡ、参ߟௐࠪ、文
 。ෳࣸ等のサーϏスを提供していますݙ

平成 26 年 � 月 1 日ࡏݱ、特別支援教育のઐॻ※ 12��1 
をؚむ 6�2�� 行ץ࣍等のஞࢽࡶ、のਤॻ 212� छの΄か、
શ国の大学・特別支援学ߍ等がץ行する研究ل要・報ࠂॻなど約
26��� छのࢿྉを所ଂしています。 

また、Լهのࡧݕ༻データベースを࡞成し、データをੵする
ことにより、新しい情報の提供を行っています。 

˞日本े進ྨ法による۠で「���� 障害ࣇ教育」にྨされるਤॻ 

 σʔλϕʔε༺ࡧݕ

໊শ 内容 ऩ݅･ؒظ 

特別支援教育関係จݙ目 
特別支援教育関係จݙ（จ）のඪ、ஶ者໊、
ൃද年、ൃද໊ࢽの目 

ত 39 年 1 月ʙ 
1�1219 ݅ 

特別支援教育࣮ફ研究՝ 
શ国の特別支援ֶߍにおける࣮ફ研究՝のඪ
内容のঞ 

ত 55 年 4 月ʙ 
53593 ݅ 

国立特別支援教育総合研究所ଂॻ目 
NISE ͕所ଂするਤॻ･ࢽࡶのඪ、ஶ者໊、ൃ行年
の目 

ত 46 年 1� 月ʙ
77�91 ݅ 

̸ϥイϒϥϦʔ 

̸ϥΠϒϥϦʔɾΣϒαΠτ 
http://forum.nise.go.jp/ilibrary 

ৄし͘はこͪΒˠ 

NISE ΣϒαΠτ � ਤॻࣨのར༻ 
http://www.nise.go.jp/cms/7,0,16.html 

ৄし͘はこͪΒˠ 

ਤॻࣨ 

NISE の情報ᬑཬ  
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■ i-Library
　i-Library is an exhibition room displaying various 
kinds of educational support devices, materials and 
software products that meet educational needs of 
individual children with disabilities.
i-Library provides information on educational support 
devices, materials and software products that have 
been developed by NISE or jointly developed between 
NISE and other organizations as well as commercially 
available products displaying by individual disabilities.

■ Library
　As the national center of special needs education, the NISE Library 
collects and stores books and materials related to special needs education. 
The library also makes the books and materials available for browsing 
and provides services such as reference and document copying. 

　As of April 1, 2014, the library houses approx. 26,000 kinds of 
materials including proceedings and reports published by universities 
and schools for special needs education nationwide, in addition to 68,247 
books including 12,971 books* about special needs education, and 2,123 
kinds of periodicals and other serial publications.  

　The library provides new information, preparing the retrieval database 
to accumulate data as shown below.

*Books categorized as “378: education for children with disabilities” of Nippon Decimal Classifi cation 

Retrieval Database

Database Name Main Item Number of entry records
Covered period

Bibliographies related to special 
needs education

List of titles, authors, and issue dates of literatures 
(theses, etc.) regarding special needs education, 
and names of publications in which the literature is 
presented

101,219 items
January 1964-

Practical research themes regarding 
special needs education

Abstract including titles and contents of practical 
research themes at schools for special needs 
education, etc. in Japan

53,593 items
April 1980-

Library catalog of NISE
Catalog of titles, authors, and date of publications, 
etc. of books, periodicals, and other materials 
stored by NISE

77,091 items
October 1971-

i-Library

Library

60National Institute of Special Needs Education, Japan

Information services



˙ શࠃのಛผ支援ֶߍɺখֶߍɺதֶߍɺߴֶߍͱの࿈ܞɾྗڠ 
NISE では、શ国の特別支援学ߍや༮ஓԂ、খ学ߍ、中学ߴ、ߍ等学ߍ、教育ҕ員ձ、教育センター、

学ߍ関係者等を研究協力ػ関・研究協力者としてݪଇެืによりґཔし、研究課題等に関する情報・ࢿ
ྉ提供、指導・ॿڞ、ݴ同開ൃ・研究、開ൃした指導法・࡞ࢼの実践、教材開ൃ等の協力をಘることに
より、特別支援教育に関する実ࡍ的・実践的な研究のԁな推進をਤっています。 

また、関係学ߍ長ձ等が実ࢪするௐࠪ研究の協力を行う΄か、อޢ者ஂ体等であるશ国特別支援教
育推進連ໍと連携・協力し、文部科学省とࡾ者࠵ڞでશ国特別支援教育ৼڵ協ٞձを開࠵しています。 

˙ ஜେֶෟଐٱཬಛผ支援ֶߍͱの相ྗڠޓ 
ஜ大学ෟଐٱཬ特別支援学ߍは、ত �� 年 � 月に、国立特घ教育総合研究所（࣌）が行う実

ཬཆٱとして設ஔされた国立ߍを対に教育を行う学ࣇ的研究に協力する的で、重度・重ෳ障害ࡍ
を体としています。その後、平成ߍ学ޢ 16 年 � 月 1 日の国立大学等の法人Խにい、ஜ大学にҠ
され、的障害をซせ༗するࣗดࣇを対に教育を行う、༮ஓ部とখ学部をஔく学ߍとして࠶ग़ൃ
しました。 

同ߍでは、ࣗดのある༮ࣇࣇಐに対して、༮ஓԂ及ͼখ学ߍに४ͣる教育を行うとともに、障害に
よるࠔを改ળするための教育を行っています。また、ஜ大学における༮ࣇࣇಐの教育に関する研究
や、学ੜの教育実शの協力等が進められています。 

なお、平成 16 年 � 月、NISE とஜ大学とのؒで教育研究ަྲྀに係る協定をక݁し、NISE と同ߍは、
それまでと同༷、相ޓ協力のԼに各छ取組を推進して͖ています。 

関係ᶵ関➼の連携・༠ຊ  

ஜେֶෟଐٱཬ特別支援ֶߍ 

ஜେֶෟଐٱཬಛผ支援ֶߍΣϒαΠτ 
http://www.kurihama.tsukuba.ac.jp/ 

ৄし͘はこͪΒˠ 

૯෦૯اը՝ 
E-mail: somu#nise.go.jp 

おい合Θͤˠ 

61 National Institute of Special Needs Education, Japan

関係機関等との連携・協力



■   Collaboration with Schools for Special Needs Education, elementary schools, 
lower and upper secondary schools throughout the country

　NISE selects its collaborators publicly from schools for special needs education, kindergarten, elementary 
schools, lower and upper secondary schools, education boards, education centers, and those involved in school 
education, and requests them to provide information and materials for its research projects, provide instruction 
and advice, cooperate in joint development and research, use developed teaching methods and trial materials in 
actual teaching settings, and cooperate in developing teaching materials, with the aim of facilitating practical 
research on special needs education.
　NISE also cooperates with relevant school principals’ associations in conducting survey research. In addition, 
NISE cooperates with the National Special Needs Education Promotion Association, a federation consisting more 
than 20 associations including many of parents’ organizations, in organizing National Special Needs Education 
Promotion Council meetings co-hosted by Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology.

■   Collaboration with Special Needs Education School for Children with Autism, 
University of Tsukuba

　The National Kurihama School for Handicapped Children was originally established in September, 1973 
to provide educational services for severely and/or multiply disabled children under close cooperation with 
National Institute of Special Education (at that time). In accordance with “The Structural Reform of Universities” 
by the minister of MEXT, the school restarted in April 1, 2004 as Special Needs Education School for Children 
with Autism, University of Tsukuba which has kindergarten and elementary department to provide educational 
services for children with autism with intellectual disabilities.
　As well as conducting education based on mainstream schools, the school has conducted education for 
improving difficulty from disability and the school cooperates with University of Tsukuba in promotion of 
research on education for children with disabilities and implementation of teaching practice by the student 
teachers.
　In July 2004, University of Tsukuba concluded agreement on educational research with NISE, and  Special 
Needs Education School for Children with Autism, University of Tsukuba and NISE have promoted various 
efforts under the mutual cooperation as before.

Collaboration

External view of Special Needs Education School for Children with Autism, University of Tsukuba
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˙ ॾ֎ࠃのେֶɾ研究ؔػͱのࡍࠃ࿈ܞɾྗڠ 
NISE では、特別支援教育のナショナルセンターとして、

我が国の特別支援教育の取組や研究成Ռをւ֎に情報ൃ৴
するとともに、ॾ֎国の障害のある子どもの教育に関する
੍度等の情報をܭը的・組৫的にऩूし、ௐࠪ݁Ռについ
てはΣブサイト等を௨͡て情報提供しています。 

また、ॾ֎国の大学・研究ػ関とのަྲྀ協定のక݁、研
究職員のւ֎ݣ、֎国人研究者等のडೖを௨͡て、特別
支援教育の研究に関する国ྲྀަࡍを行っています。 

˗ ॾ֎ࠃのେֶɾ研究ؔػͱのަྲྀڠఆのక݁ 

ॾ֎国の大学・研究ػ関とަྲྀ協定をక݁し、研究ूձ
等の参Ճ、特別支援教育に関する情報ަ、研究者のަ
ྲྀを行っています。 

ʲ ަྲྀڠఆక݁ؔػ ʳ 

・ؖ国特घ教育Ӄ（平成 � 年 11 月క݁） 
・έルン大学人ؒ科学部（υイπ）（平成 1� 年 11 月క݁） 

˗ 研究৬һのւ֎ݣ 

国ࡍձٞの参Ճ及ͼൃදやঢ়گௐࠪ等のため、研究職
員をւ֎にݣし、研究ަྲྀを行っています。 

また、NISE の研究職員が文部科学省や֎省のւ֎教
育୲者とともにւ֎の日本人学ߍ等を๚し、障害のあ
る子どもの教育に関する情報提供を行っています。 

 平成 25 年の研究৬һのւ֎ݣ者� Ԇ 1� ໊  

 ਓ研究ऀのडೖࠃ֎ ˗

֎国人研究者等を NISE にडけೖれ、研究ަྲྀを行って
います。 

また、独立行政法人国ࡍ協力ػ構（+I$"）等からのґ
པにより、ॾ֎国の教育行政୲者や学ߍ教員等のࢹ・
研修をडけೖれています。 

 平成 25 年の֎国人研究者のडೖ� 59 ໊  

関係ᶵ関➼の連携・༠ຊ  

ؖ国特घ教育Ӄの๚ 

ถ国͔Βདྷ๚しͨ研究者との研究協ٞ 

૯෦૯اը՝（報ࡍࠃ） 
E-mail: a-koho#nise.go.jp 

おい合Θͤˠ 

インυωシΞ教育จԽলஂࢹのडೖ 

ΞϑϦΧॾ国͔Βの -I&$ 研修һのडೖ 
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■ International Collaboration with Foreign Universities and Research Institutes
　As a national center of special needs education, NISE globally 
provides information on efforts for and research results regarding 
special needs education in Japan, and collects information on foreign 
educational systems for children with disabilities in a planned and 
systematic manner. Information on research findings is provided 
through the website

　NISE promotes international exchange regarding special needs 
education study through concluding exchange agreements with 
foreign universities and research institutes, sending researchers 
overseas, and hosting foreign researchers in Japan.

◆   Collaboration with Foreign University and Research 
Institute

　NISE has exchange agreements with foreign university and 
research institutes under which we have done research workshops, 
information sharing on special needs education, and exchange 
activities of researchers.

【International Collaboration between Foreign Organization】
・   Korea National Institute of Special Education (since November, 

1995)
・   Faculty of Human Sciences, University of Cologne, Germany 

(since November, 1998)

◆ Sending researchers overseas 
　NISE promotes research exchange, sending researchers overseas 
to participate in and present research results at international 
academic conferences, or to investigate the status quo in foreign 
countries.

　NISE researchers also visit Japanese schools in foreign countries 
together with personnel of MEXT and the Ministry of Foreign 
Affairs who are in charge of foreign education, and provide 
information on education for children with disabilities.　
The number of NISE researchers sent to foreign countries in 
FY2013:  18 in total

◆ Receiving foreign researchers
　NISE receives foreign researchers for research exchange. 

　Upon request by Japan International Cooperation Agency (JICA), 
NISE accepts foreign observation teams of personnel in charge of 
educational administration and school teachers, and provides them 
with training.
The number of researchers and guests who came from foreign countries in FY2013:  59 in total

Visit to Korea National Institute for Special Education

Research meeting with a researcher from the U.S.

Receiving an observation team of Indonesian 
Ministry of National Education and Culture

Hosting JICA researchers from African countries
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■ Budget and Account Settlement 
Budget of Annual Expenditure (FY2014)

Budget funds Total(yen)

Management Expenses Grants 980,880,000

Subsidy for Facilities 
Improvement 0

Total 980,880,000

※Equivalent subsidy for facilities improvement is included 
　in Management Expenses Grants

■ Site and Building (As of April 1, 2014)
Area (㎡)

Total Area 75,226.88

Area of 
Building

①Administration Building  7,442.15

② Information Center of Special 
Needs Education Building  1,901.89

③Building for In-service Training  1,344.51

④Gymnasium  1,737.65

⑤Canteen    396.79

⑥ West Dormitory for In-service 
Trainees  2,064.14

⑦ East Dormitory for In-service 
Trainees  1,371.00

⑧ Research Unit for Natural Living 
Environment    231.46

Others    819.97

Total 17,309.56

- 43 -

Bus stop: NISE

Special Needs Education School for Children 
with Autism, University of Tsukuba

Bus stop: Nobi Kaigan

Account Settlement (FY2013)
Itemization Total (yen) 

For 
Enterprise

Operating Expense 775,138,039

General and 
Administrative Expense 182,393,278

For Facility 19,467,000

Total 976,998,317

※ Labor cost is included in both operating expense and general 
and administrative expense 

Dormitory for In-service Trainees and Canteen

Building for In-service Training

Administration Building
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■ Contact
Organization Name:  National Institute of Special Needs Education
Address:  5-1-1 Nobi, Yokosuka, Kanagawa, 239-8585 Japan

Phone FAX E-mail

General Aff airs and Planning 
Division 046（839）6803 046（839）6918

somu@nise.go.jpFinance and Accounting 
Division 046（839）6818 046（839）6916

Information and In-service 
Training Division 046（839）6827 046（839）6915

■ Access 
● Keihin Kyuko Line
　From Keikyu Kurihama Station
　・  Take a bus bound for the Kurihama Medical and Addiction Center(Kurihama Route3) from the bus stop 

NO.2, and get off at the “NISE” bus stop (about 15minutes from the station). You will fi nd NISE in front of 
the bus stop.

　・  Take a bus bound for Nobi Kaigan(Kurihama Route8) from bus stop NO.2,and get off at the last bus 
stop(about 20minutes from the station). NISE is 300meters from the bus stop.

　・Take a taxi to NISE(about 8minutes)
　From YRP Nobi Station
　・20-minute walk, or about 5minutes by taxi.

● JR Yokosuka Line
　From Kurihama Station
　・  Take a bus bound for Nobi Kaigan(Kurihama Route8) from bus stop NO.5 and get off at the last bus 

stop(about 15minutes). NISE is 300meters from the bus stop.
　・Take a taxi to NISE(about 10minutes).

■ Wide Area Map　　　　　　　　　　■ Area Map

for Shinagawa･Tokyo

Haneda 
Airport

Shin-Yokohama

Shinkansen

JR Yokosuka Line

JR Yokosuka Line

Kurihama

Kurihama 
Station

Yokohama Yokosuka 
Rood Sahara I.C.

Keikyu 
Kurihama

Keihin Kyuko Line

Keikyu Kurihama Station

R13
4 Kurihama Harbor

NISE
Bus Stop

Bus Stop

Special Needs Education School for Children 
with Autism, University of Tsukuba

National Hospital Organization Kurihama 
Medical and Addiction Center

Keihin Kyuko Line

Misakiguchi YRP Nobi
YRP Nobi 
Station

for 
Shinagawa

for 
Tokyo

Uraga

for 
Odawara

Oofuna

Yokohama
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Young leaves vigorously sprout out in spring. Their fresh, youthful, 
and powerful image overlaps with the image of special needs 
education. The circle at the top of the logo represents “children 
with disabilities and their guardians,” the left leaf under the circle 
represents “NISE,” and the right leaf represents “educational 
organizations, such as schools for special needs education, 
kindergartens, elementary schools, junior-high schools, and high 
schools, as well as medical, welfare labor, and other relevant 
organizations.” Two young leaves mutually cooperate in 
supporting children with disabilities and their guardians.

NISE Logo Design

〒239-8585　5-1-1,Nobi,Yokosuka-si,Kanagawa Pref 
TEL 046-839-6803
URL http://www.nise.go.jp/

FAX 046-839-6918


